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に

　

周
知
の
如
く
、
北
宋
時
代
に
は
伝
統
的
な
貨
幣
で
あ
る
銅
銭
や
金
・
銀
・
絹
等
に
加
え
て
、
新
た
に
紙
幣
が
使
用
さ
れ
始
め
た
。
南

宋
時
代
に
入
る
と
、
主
と
し
て
金
・
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
争
に
伴
い
膨
張
す
る
軍
事
費
を
支
払
う
た
め
、
紙
幣
は
大
量
に
発
行
さ
れ
、
価

値
下
落
等
が
問
題
と
な
り
つ
つ
も
、
官
民
双
方
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
。
南
宋
時
代
の
紙
幣
運
用
は
複
雑
で
あ
り
、
政
府
は
四
川
に
お
い

て
、
北
宋
時
代
か
ら
継
続
し
て
銭
引
と
い
う
紙
幣
（
交
子
を
改
称
）
を
使
用
し
た
の
に
加
え
て
、
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
以
降
、

江
南
・
江
北
で
東
南
会
子
を
発
行
し
た
。
ま
た
江
北
で
は
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
か
ら
湖
北
会
子
、
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
か
ら

は
淮
南
交
子
と
い
う
紙
幣
を
も
発
行
し
た
。
十
三
世
紀
に
入
る
と
、
政
府
は
四
川
で
も
東
南
会
子
を
発
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
景
定
五
年

（
一
二
六
四
）
以
降
に
な
る
と
、
東
南
会
子
と
と
も
に
金
銀
見
銭
関
子
と
い
う
紙
幣
を
発
行
し
た
。
南
宋
の
紙
幣
に
関
す
る
先
行
研
究
は

数
多
い
が
、
本
稿
で
は
南
宋
の
紙
幣
の
中
核
を
な
し
た
東
南
会
子
を
主
に
取
り
上
げ
、
都
で
あ
る
臨
安
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
検

討
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

臨
安
に
お
け
る
東
南
会
子
を
対
象
と
し
た
の
は
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
臨
安
研
究
の
一
環
と
し
て
、
会
子
に
対
す
る
検
討
を
通
じ
て
そ

南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

高　

橋　

弘　

臣



三
四

の
財
政
や
経
済
の
状
態
を
う
か
が
っ
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
都
と
い
う
特
殊
な
場
所
で
あ
る
た
め
、
臨
安
の
会
子
に
関
す
る

諸
問
題
は
他
の
地
域
と
別
途
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
研
究
が
少
な
い
こ
と
も
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

　

臨
安
に
お
け
る
会
子
を
扱
っ
た
先
行
研
究
を
通
観
す
る
と
、
専
論
と
し
て
、
臨
安
の
金
融
業
者
の
発
行
す
る
手
形
が
紙
幣
に
移
行
す
る

経
緯
を
検
討
し
た
も
の
が
あ
る（

１
）。

し
か
し
そ
れ
以
外
で
は
、
会
子
の
運
用
制
度
や
価
値
の
他
、
臨
安
の
商
業
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
論

考（
２
）に
お
い
て
、
臨
安
の
会
子
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
例
え
ば
政
府
が
臨
安
に
お
い
て
、
会
子

を
一
体
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
た
の
か
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
臨
安
で
は
他
地
域
よ
り
も
会
子
の
価
値
が

高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
も
十
分
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
運
用
制
度
・
運
用
政
策
の
枠
内
、

即
ち
私
経
済
の
局
面
に
お
け
る
会
子
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
如
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
東
南
会
子
が
発
行
さ
れ
る
経
緯
を
概
観
し
た
後
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
運
用
策
、
会
子
の
価

値
、
会
子
の
使
用
状
況
等
の
点
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
検
討
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
、
単
に
会
子
と

い
っ
た
場
合
は
東
南
会
子
を
、
関
子
と
い
っ
た
場
合
は
金
銀
見
銭
関
子
を
指
す
。
ま
た
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
『
要
録
』、『
宋
会
要

輯
稿
』
を
『
宋
会
要
』、『
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
を
『
宋
史
全
文
』
と
略
記
す
る
。

　

一　

東
南
会
子
発
行
の
経
緯

　

東
南
会
子
発
行
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
対
金
戦
争
に
起
因
す
る
軍
事
費
の
増
大
と
貨
幣
、
特
に
銅
銭
の
不
足
で
あ
る（
３
）。

紹

興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
九
月
～
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
末
に
行
わ
れ
た
対
金
戦
争
の
準
備
に
伴
い
、
南
宋
政
府
は
財
政
支
出
が
増
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大
し
、
支
払
い
上
の
貨
幣
不
足
に
陥
っ
た
。
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の
紹
興
三
十
年
四
月
に
は
、
左
蔵
庫
の
保
有
す
る
銅
銭
・
銀
が
た
だ
明

日
の
支
出
を
満
た
す
の
み
と
い
う
状
態
に
陥
り
、
開
戦
後
の
隆
興
元
年
八
・
九
月
に
は
、
戸
部
の
収
支
に
お
い
て
銅
銭
の
不
足
が
六
百
万

貫
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
貨
幣
供
給
策
と
し
て
の
銅
銭
の
鋳
造
は
不
振
で
あ
っ
た
。
北
宋
時
代
に
は
江
南
で
有
力
な
銅
の
鉱
脈

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
銅
の
産
出
額
は
熙
寧
四
・
五
年
（
一
〇
七
一
・
七
二
）
に
は
総
計
二
千
百
七
十
四
万
斤
に
の
ぼ
り
、
銅
銭

の
鋳
造
額
も
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
に
は
五
百
六
万
貫
を
記
録
し
た
。
と
こ
ろ
が
南
宋
時
代
に
な
る
と
銅
資
源
の
枯
渇
に
加
え
て
、
戦

争
に
伴
う
混
乱
、
経
営
の
失
当
等
も
あ
り
、
銅
の
産
出
額
が
激
減
し
、
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
末
に
は
総
計
二
十
六
万
三
千

斤
余
り
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
銅
銭
の
鋳
造
額
も
北
宋
と
比
べ
る
と
激
減
し
た
。
紹
興
二
十
八
年
に
は
、
南
宋
政
府
は
産
出
し
た

銅
に
加
え
、
民
間
の
銅
器
を
大
規
模
に
回
収
し
て
ま
で
鋳
銭
を
敢
行
し
、
鋳
造
目
標
額
を
五
十
万
貫
と
定
め
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
紹
興

三
十
一
年
の
鋳
造
額
は
十
万
貫
に
止
ま
っ
た
。
銅
銭
の
鋳
造
は
、
政
府
の
貨
幣
不
足
を
緩
和
す
る
手
段
と
は
到
底
な
り
得
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
政
府
は
臨
安
の
金
融
業
者
が
発
行
し
、
事
実
上
の
通
貨
と
し
て
臨
安
城
内
外
で
使
用
さ
れ
て
い
た
手
形
便
銭
会
子
に
着
目
し

た
。
政
府
は
ま
ず
紹
興
三
十
年
六
月
、
地
方
政
庁
と
し
て
の
臨
安
府
に
命
じ
て
会
子
の
経
営
権
を
獲
得
さ
せ
る
と
、
同
年
十
二
月
、
財
政

支
出
に
会
子
を
使
用
し
、
貨
幣
、
特
に
銅
銭
の
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
翌
三
十
一
年
二
月
よ
り
政
府
自
ら
が
会
子

を
印
造
し
、
三
月
か
ら
は
臨
安
の
官
僚
・
兵
士
の
俸
給
支
払
い
に
会
子
を
使
用
し
始
め
た
。
こ
れ
が
紙
幣
東
南
会
子
の
は
じ
ま
り
で
あ

る
。

　

政
府
は
七
月
、
会
子
の
使
用
区
域
を
臨
安
か
ら
浙
西
路
全
体
、
さ
ら
に
国
境
を
防
備
す
る
軍
隊
が
駐
屯
し
て
お
り
、
軍
事
費
を
支
払
う

た
め
貨
幣
に
対
す
る
需
要
の
高
か
っ
た
淮
南
・
湖
北
・
京
西
・
江
東
・
江
西
路
へ
と
拡
大
し
た
。
こ
の
時
の
会
子
発
行
額
は
三
百
万
～

四
百
万
貫
と
見
積
も
ら
れ
、
額
面
は
一
・
二
・
三
貫
の
三
種
類
で
あ
る
。
ま
た
会
子
一
貫
＝
銅
銭
七
百
七
十
文
の
比
価
が
設
定
さ
れ
た
。

な
お
臨
安
に
は
会
子
務
が
置
か
れ
、
会
子
を
銅
銭
と
兌
換
さ
せ
て
い
た
。
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対
金
戦
争
が
終
結
し
、
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
入
る
と
、
政
府
は
財
政
赤
字
か
ら
元
年
十
二
月
～
二
年
二
月
に
か
け
て
、

会
子
三
百
万
貫
を
改
め
て
印
造
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
後
政
府
は
、
軍
備
の
縮
小
と
と
も
に
会
子
の
使
用
を
一
旦
停
止
し
た
。
即
ち
二
年

七
月
に
は
会
子
の
印
造
を
や
め
、
十
一
月
に
は
官
僚
・
兵
士
の
俸
給
支
払
い
に
専
ら
銅
銭
・
銀
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
六
月
以

降
、
納
税
・
上
供
に
使
用
さ
せ
る
会
子
の
比
率
を
、
そ
れ
ま
で
の
会
子
・
銅
銭
半
々
か
ら
会
子
二
分
・
銅
銭
八
分
、
会
子
一
分
・
銅
銭
九

分
と
引
き
下
げ
て
い
き
、
十
一
月
に
は
会
子
の
使
用
を
停
止
し
た
。
さ
ら
に
十
一
月
か
ら
は
政
府
の
蓄
財
を
放
出
し
、
引
き
換
え
に
残
留

す
る
会
子
を
回
収
し
よ
う
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
政
府
は
会
子
の
使
用
を
停
止
し
て
み
た
も
の
の
、
会
子
に
代
わ
り
財
政
赤
字
を
補
填
す
る
手
段
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
結
局
政
府
は
乾
道
三
年
七
月
以
降
、
未
回
収
の
会
子
四
百
九
十
万
貫
を
三
衙
（
殿
前
司
・
侍
衛
馬
軍
司
・
侍
衛
歩
軍
司
）
兵
士

の
俸
給
支
払
い
に
継
続
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
次
い
で
同
年
十
一
月
～
十
二
月
に
か
け
て
、
新
た
に
一
千
万
貫
の
会
子
を
印
造
し
、
官

僚
や
三
衙
以
外
の
兵
士
の
俸
給
と
い
っ
た
諸
経
費
支
払
い
に
使
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
乾
道
四
年
三
月
か
ら
こ
の
新
会
子
の

発
行
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
新
会
子
に
は
使
用
に
便
宜
を
は
か
る
た
め
、
額
面
二
百･

三
百･

五
百
文
の
零
百
会
子
（
所
謂
零
会
）
が

新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
新
会
子
は
原
則
と
し
て
銅
銭
と
兌
換
さ
れ
ず
、
不
換
紙
幣
と
し
て
運
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
使
用
区

域
は
四
川
を
除
く
南
宋
領
内
全
域
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
新
会
子
に
は
界
制
（
紙
幣
の
流
通
期
限
（
界
）
と
そ
の
間
の
発
行
額
（
界
額
）
を

定
め
た
制
度
）
が
施
行
さ
れ
、
当
初
一
界
＝
三
年
、
界
額
一
千
万
貫
と
定
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
以
後
会
子
は
複
数
界
の
併
用
、
界
額
の
増
大
と
い
う
形
で
増
発
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る（

４
）。

具
体
的
に
は
、
政
府
は
新
会
子
を

発
行
し
た
翌
年
の
乾
道
五
年
正
月
よ
り
界
制
を
変
更
し
、
両
界
併
用
と
し
た
。
即
ち
こ
の
時
本
来
第
一
界
会
子
と
引
き
換
え
る
た
め
準

備
し
て
い
た
第
二
界
会
子
を
発
行
し
、
第
一
界
会
子
と
併
用
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
事
実
上
二
千
万
貫
の
会
子
が
流
通
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
な
お
第
二
界
は
五
年
間
（
乾
道
五
年
～
淳
煕
元
年
（
一
一
七
四
））、
第
三
・
第
四
界
は
九
年
間
（
各
々
乾
道
七
年
～
淳
煕
七
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年
、
淳
煕
元
年
～
淳
煕
十
年
）
に
延
長
さ
れ
た
。
ま
た
界
額
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
六
界
千
八
百
万
貫
、
第
七
界
二
千
三
百
万
貫
、
第
九

界
三
千
万
貫
と
増
加
を
続
け
て
い
る
。
十
三
世
紀
に
入
る
と
、
金
・
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
争
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
膨
張
す
る
軍
事
費
を
支

払
う
た
め
三
界
の
会
子
が
併
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
現
し
（
第
十
一
～
第
十
三
界
、
第
十
四
～
第
十
六
界
）、
界
額
も
一
億
貫
を
超
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
十
三
世
紀
以
降
、
会
子
が
増
発
さ
れ
て
い
く
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　

二　

臨
安
に
お
け
る
会
子
運
用
策

　

１　

会
子
の
発
行

　

臨
安
に
お
い
て
、
会
子
は
政
府
の
様
々
な
支
払
い
に
用
い
ら
れ
た
。
既
に
述
べ
た
如
く
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
三
月
、
政
府
は

会
子
の
使
用
を
臨
安
の
官
僚
・
兵
士
に
対
す
る
俸
給
の
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
具
体
的
に
は
『
要
録
』
巻
一
八
九
、
同
年

同
月
甲
午
条
に

　
　

戸
部
奏
、
左
蔵
西
庫
見
銭
不
多
、
所
有
月
支
券
食
等
銭
、
欲
以
銀
・
会
品
搭
。
諸
司
百
官
、
以
十
分
為
率
、
六
分
折
銀
・
四
分
会
子
、

軍
、
五
分
折
銀
・
三
分
見
緡
・
二
分
会
子
。
従
之
。

と
あ
り
、
こ
の
時
左
蔵
西
庫
の
保
有
す
る
銅
銭
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
、
臨
安
の
諸
官
庁
の
官
僚
及
び
兵
士
は
、
俸
給
の
う
ち
本
来
銅

銭
で
支
払
わ
れ
る
部
分
を
、
前
者
は
六
分
銀
・
四
分
会
子
で
、
後
者
は
五
分
銀
・
三
分
銅
銭
・
二
分
会
子
で
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
十
一
月
、
政
府
は
官
僚
・
兵
士
の
俸
給
支
払
い
に
お
け
る
会
子
の
使
用
を

一
旦
停
止
し
、
専
ら
銅
銭
・
銀
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
六
「
東
南
会
子
」
に
、
乾
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道
三
年
七
月
己
亥
の
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

然
銀
直
既
低
、
軍
士
患
其
折
閲
、
殿
帥
王
琪
因
為
執
政
言
之
。〔
曽
〕
欽
道
復
以
分
数
支
会
子
。
上
不
欲
。
魏
丞
相
曰
、
今
会
子
已

非
前
日
比
。
上
許
之
。

殿
前
都
指
揮
使
の
王
琪
が
、
民
間
で
銀
の
価
値
が
低
落
し
て
い
る
た
め
、
俸
給
を
銀
で
支
払
わ
れ
る
兵
士
が
苦
し
ん
で
い
る
と
上
言
し
た

と
こ
ろ
、
当
時
戸
部
侍
郎
で
あ
っ
た
曽
懐
（
字
欽
道
）
が
分
数
を
以
て
、
即
ち
一
定
の
比
率
に
し
た
が
い
他
の
貨
幣
と
と
も
に
、
会
子
で

俸
給
を
支
払
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
結
局
そ
れ
が
裁
可
さ
れ
て
、
三
衙
兵
士
の
俸
給
支
払
い
に
会
子
が
再
び
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い

う
。
三
衙
は
禁
軍
で
あ
り
、
多
く
が
臨
安
に
駐
屯
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
臨
安
の
兵
士
の
俸
給
が
、
再
び
会
子
で
支
払
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
や
は
り
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
政
府
は
乾
道
三
年
十
一
～
十
二
月
に
か
け
て
、
新
た
に
会
子
一
千
万
貫
を
印
造
し
、
翌
四
年
三
月

か
ら
諸
経
費
を
支
払
う
た
め
発
行
を
開
始
し
た
。
上
引
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
史
料
の
続
き
に
は
「
四
年
春
、
詔
し
て
諸
軍
・
諸
司
は

皆
分
数
も
て
会
子
を
支
す
…
…
（
割
註
：
三
月
甲
申
）」
と
あ
り
、
乾
道
四
年
三
月
に
詔
が
下
さ
れ
、
諸
軍
諸
司
（
三
衙
以
外
の
諸
軍
や

諸
官
庁
と
理
解
さ
れ
る
）
の
兵
士
・
官
僚
に
支
払
わ
れ
る
俸
給
に
お
い
て
も
、
や
は
り
分
数
を
以
て
、
他
の
貨
幣
と
と
も
に
会
子
を
用
い

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
以
降
、
臨
安
の
官
僚
や
三
衙
以
外
の
諸
軍
（
就
糧
禁
軍
や
廂
軍
等
）
兵
士
も
、
俸
給
の
一
部
を
会
子

で
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

臨
安
で
は
、
会
子
は
和
糴
の
代
金
支
払
い
に
も
用
い
ら
れ
た
。
乾
道
三
年
六
月
、
臨
安
に
二
百
万
石
倉
と
い
う
穀
物
倉
が
設
置
さ
れ
た（

５
）

が
、『
宋
会
要
』
食
貨
六
二
―
一
六
「
京
諸
倉
」、
乾
道
三
年
七
月
二
十
三
日
条
に

　
　

詔
、
今
歳
後
（
俟
の
誤
り
？
）
秋
成
、
委
行
在
和
糴
場
官
吏
、
於
新
置
二
百
万
石
倉
内
糴
米
二
十
万
石
、
所
有
本
銭
、
撥
省
倉
等
処

見
銭
・
会
子
充
、
若
本
銭
不
足
、
以
経
常
窠
名
銭
内
貼
支
。
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と
あ
り
、
翌
七
月
そ
こ
で
米
二
十
万
石
を
糴
す
る
た
め
、
省
倉
等
の
銅
銭
と
と
も
に
会
子
を
撥
し
て
本
銭
（
買
い
上
げ
費
用
）
に
充
て
た

と
い
う
。
な
お
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
省
倉
に
お
い
て
、
二
百
万
石
倉
よ
り
も
早
く
会
子
が
和
糴
本
銭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
省
倉
と
は
臨
安
に
設
け
ら
れ
た
穀
物
倉
の
中
核
を
な
す
倉
庫
で
あ
り
、
紹
興
十
一
年
六
月
に
上
界
・
中
界
・
下
界
と
い
う
名
称

が
付
さ
れ
、
総
額
百
五
十
万
石
の
米
を
収
納
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
備
蓄
さ
れ
た
米
は
、
専
ら
官
僚
・
兵
士
の
俸
給
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。
臨
安
に
は
こ
れ
ら
省
倉
・
二
百
万
石
倉
の
他
に
も
、
住
民
に
食
糧
を
供
給
す
る
た
め
、
豊
儲
倉
・
淳
祐
倉
・
端
平
倉
・
平
糴
倉
等
、

様
々
な
穀
物
倉
が
設
け
ら
れ
、
各
々
が
和
糴
を
行
っ
て
米
を
買
い
上
げ
備
蓄
し
て
い
た（

６
）。
会
子
は
南
宋
末
に
至
る
ま
で
、
そ
う
し
た
穀
物

倉
に
お
け
る
和
糴
の
本
銭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

７
）。

　

会
子
は
臨
安
に
お
い
て
、
皇
族
に
対
す
る
種
々
の
支
払
い
に
も
使
用
さ
れ
た
。『
武
林
旧
事
』
巻
七
「
乾
淳
奉
親
」
に
は
、
乾
道
三
年

三
月
十
日
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
花
見
の
際
に
、
皇
太
后
が
妃
の
劉
婉
容
に
対
し
、
玉
軸
・
沈
香
・
白
玉
・
北
珠
・
銀
絹
三
百
両
等
と
と
も

に
会
子
三
万
貫
を
賜
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
後
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
以
降
に
な
る
と
、
会
子
が
皇
族
に
対
す
る
賜

与
や
諸
経
費
の
支
払
い
に
用
い
ら
れ
る
事
例
が
増
え
て
く
る
。
具
体
的
に
は
南
郊
大
礼
・
明
堂
大
礼
の
際
、
太
上
皇
帝
（
高
宗
）・
太
上

皇
后
（
呉
皇
后
）
に
対
し
、
し
ば
し
ば
供
奉
と
称
し
て
封
樁
庫
か
ら
一
回
五
万
～
十
五
万
貫
程
度
の
会
子
が
賜
与
さ
れ
た
他
、
高
宗
が
退

位
後
居
住
し
た
徳
寿
宮
の
費
用
と
し
て
、
会
子
一
万
貫
余
り
を
毎
月
左
蔵
南
庫
か
ら
支
給
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

８
）。
ま
た
『
宋
会

要
』
帝
系
二
―
五
八
「
濮
秀
二
王
雑
録
」、
開
禧
元
年
（
一
二
〇
五
）
七
月
二
十
一
日
条
に

　
　

詔
、
崇
王
元
賜
第
以
居
民
遺
火
沿
焼
不
存
、〔
趙
〕
師
揆
未
有
居
止
。
支
降
度
牒
一
百
道
・
会
子
二
万
貫
、
依
顕
仁
皇
后
等
宅
体
例
、

自
行
蓋
造
。

と
あ
り
、
同
書
礼
一
二
―
一
四
「
群
臣
士
庶
家
廟
」、
嘉
定
十
四
年
（
一
二
二
一
）
正
月
二
十
日
条
に
は

　
　

詔
、
封
樁
庫
支
撥
度
牒
一
百
道
・
会
子
一
十
万
貫
、
豊
儲
倉
支
撥
米
五
千
石
、
並
給
付
憲
聖
慈
烈
皇
后
宅
、
充
蓋
造
家
廟
等
用
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
皇
族
の
邸
宅
・
家
廟
等
の
建
造
費
と
し
て
会
子
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
お
皇
族
に
対
す
る
賜
与
で
は
な
い

が
、
妃
嬪
が
妊
娠
し
、
出
産
が
近
づ
く
と
、
宮
中
で
お
産
に
関
わ
る
官
員
・
医
師
・
吏
人
に
対
し
、
銀
・
絹
・
会
子
が
下
さ
れ
る
と
い
う

規
定
も
設
け
ら
れ
て
い
る（

９
）。

　

会
子
は
臨
安
に
駐
屯
す
る
三
衙
や
班
直
等
の
兵
士
に
対
す
る
賜
与
に
も
用
い
ら
れ
た
。
特
に
目
を
惹
か
れ
る
の
は
、
臨
時
の
賜
与
だ
け

で
な
く
、
定
例
賜
与
に
も
会
子
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
即
ち
如
上
の
兵
士
に
は
正
月
・
大
閲
・
大
礼
等
の
際
、
定
期

的
に
賜
与
が
行
わ
れ
、
銅
銭
・
金
・
銀
等
が
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
淳
煕
年
間
以
降
、
そ
う
し
た
賜
与
に
も
会
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
『
宋
会
要
』
兵
二
〇
―
三
三
「
軍
賞
」、
淳
煕
十
三
年
正
月
一
日
条
に

　
　

詔
、
殿
前
司
・
馬
軍
旧
司
・
歩
軍
司
官
兵
、
諸
班
直
軍
兵
、
皇
城
司
親
従
親
事
輦
官
等
人
、
並
依
則
例
、
令
主
帥
并
所
隷
官
司
、
各

日
下
従
実
開
具
所
管
人
、
同
合
支
銭
数
、
報
提
領
封
樁
庫
所
、
以
（
封
の
誤
り
？
）
樁
庫
所
以
樁
管
会
子
降
付
、
逐
処
即
時
当
官
支

給
。

と
あ
り
、
正
月
の
言
わ
ば
祝
儀
と
し
て
臨
安
の
三
衙
や
班
直
の
兵
士
に
対
し
、
封
樁
庫
か
ら
会
子
を
支
給
す
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
慶
元
二
年
（
一
一
九
六
）
に
は
大
閲
の
際
の
賜
与
と
し
て
、
三
衙
・
班
直
の
兵
士
約
十
万
一
千
人
に
対
し
、
封
樁
庫
の
会
子
計

五
十
一
万
貫
余
り
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
、
嘉
泰
三
年
に
は
大
礼
の
際
、
三
衙
等
に
対
し
て
実
施
さ
れ
る
賜
与
に
お
い
て
、
銅
銭
・
銀
と
と

も
に
会
子
も
支
給
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
史
料
も
検
索
さ
れ
る（

（1
（

。

　

臨
安
に
は
貧
し
い
下
層
の
人
々
が
多
く
居
住
し
て
い
た
。
下
層
民
と
は
、
具
体
的
に
は
屋
台
・
露
店
等
を
出
し
た
り
、
振
り
売
り
を
し

た
り
す
る
商
人
、
零
細
な
職
人
、
日
雇
い
労
働
者
、
物
乞
い
を
し
て
生
活
す
る
浮
浪
者
等
で
あ
り
、
文
字
通
り
そ
の
日
暮
ら
し
と
言
っ
て

良
い
人
々
で
あ
る（

（1
（

。
政
府
は
彼
ら
の
生
活
が
苦
し
く
な
る
冬
期
や
長
雨
の
時
等
に
し
ば
し
ば
賑
恤
を
行
い
、
銅
銭
や
米
等
を
支
給
し
て
い

た
が
、
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
二
四
）
頃
か
ら
そ
れ
ら
と
と
も
に
会
子
を
支
給
す
る
ケ
ー
ス
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
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火
事
の
被
災
者
や
、
臨
安
に
流
入
し
て
き
た
流
民
に
対
し
て
も
、
賑
恤
の
た
め
会
子
を
支
給
し
た
。
乞
丐
の
暖
房
費
と
し
て
、
貧
民
の
埋

葬
費
と
し
て
、
官
が
強
制
撤
去
し
た
屋
台
・
露
店
の
商
人
に
対
す
る
賑
恤
と
し
て
、
会
子
が
支
給
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
目
睹
さ
れ
る
。
な
お

臨
安
に
駐
屯
す
る
三
衙
の
兵
士
に
対
し
て
も
、
大
雪
や
長
雨
の
際
、
或
い
は
戦
死
者
の
遺
族
や
病
人
に
対
す
る
賑
恤
と
し
て
、
し
ば
し

ば
会
子
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
賑
恤
の
際
に
は
、
封
樁
庫
・
左
蔵
南
庫
等
か
ら
一
回
あ
た
り
少
な
い
時
で
二
千
～
三
千
貫
、
多
い
時
に
は

二
十
万
～
百
万
貫
に
及
ぶ
会
子
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
一
人
も
し
く
は
一
戸
あ
た
り
の
支
給
額
は
、
恐
ら
く
会
子
の
額
面
の
故
で
あ
ろ

う
、
二
百
文
～
五
百
文
、
五
貫
・
十
貫
等
と
な
っ
て
い
る
（
以
上
は
表
１
参
照
）。

　

上
記
以
外
に
も
淳
煕
年
間
以
降
、
会
子
は
臨
安
に
お
い
て
、
政
府
の
様
々
な
支
払
い
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
主
な
事
例
を
紹
介
す
る
と

①
淳
煕
十
一
年
八
月
、
修
内
司
が
製
造
す
る
神
勁
弩
箭
等
の
費
用
に
封
樁
庫
の
会
子
二
万
五
千
貫
が
充
て
ら
れ
、
②
同
十
六
年
十
二
月
に

は
国
史
日
歴
所
が
『
至
尊
寿
皇
聖
帝
日
歴
』
三
冊
を
編
纂
す
る
際
の
雇
工
銭
と
し
て
、
戸
部
か
ら
会
子
九
千
余
貫
が
下
さ
れ
た
。
③
嘉
泰

二
年
（
一
二
〇
二
）
十
二
月
に
は
左
蔵
庫
の
拡
張
修
復
工
事
の
費
用
と
し
て
、
封
樁
庫
か
ら
会
子
一
万
貫
が
支
降
さ
れ
た
。
④
紹
定
四
年

（
一
二
三
一
）
九
月
に
臨
安
で
発
生
し
た
大
火
の
復
興
費
用
を
支
払
う
た
め
、
政
府
は
本
来
第
十
四
界
会
子
を
回
収
す
る
た
め
準
備
し
て

い
た
第
十
六
界
会
子
を
、
第
十
四
界
会
子
と
交
換
す
る
こ
と
な
く
財
政
支
出
の
面
か
ら
発
行
し
た
。
そ
う
し
た
会
子
の
大
部
分
は
、
臨
安

で
発
行
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
時
の
大
火
で
は
太
廟
等
の
重
要
な
建
造
物
が
焼
失
し
て
お
り
、
会
子
は
主
に
そ
れ
ら
の
再
建
費
用
に
充

て
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
⑤
咸
淳
九
年
（
一
二
七
三
）
三
月
、
辺
防
問
題
を
迅
速
且
つ
機
密
裏
に
処
理
す
る
た
め
機
速
房
と
い
う
機
関
が

臨
安
に
設
置
さ
れ
た
際
、
そ
の
経
費
と
し
て
封
樁
庫
か
ら
金
五
百
両
・
銀
一
万
両
と
と
も
に
第
十
八
界
会
子
二
十
万
貫
・
金
銀
見
銭
関
子

五
万
貫
が
支
給
さ
れ
た
等
と
い
う
記
事
も
検
索
さ
れ
る（

（1
（

。

　

ま
た
『
武
林
旧
事
』
や
『
夢
粱
録
』
等
を
通
観
す
る
と
、
時
期
は
定
か
に
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
会
子
が
政

府
の
支
払
い
、
特
に
官
僚
や
兵
士
以
外
の
人
々
を
対
象
と
す
る
賜
与
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
興
味
深
い
史
料
が
検
索
さ
れ
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　表１　臨安における会子を用いた賑恤一覧

年号 年 月　日 賑　　　恤　　　の　　　内　　　容 出　　典

乾道

嘉泰

嘉定

淳祐

宝祐

９年
（1173）

元年
（1201）

元年
（1208）
２年

３年

７年

８年

13年

３年
（1243）
４年

５年

６年

８年

11年

12年
元年
（1253）
２年

閏正月17日

７月21日

12月18日

４月８日

４月11日

４月14日

10月１日

４月12日

５月８日

12月７日

12月15日

11月甲子

11月戊午

７月乙巳

２月壬申

12月辛巳

４月壬辰

８月己巳
10月丙午

９月甲辰

雪寒により細民が艱食しているため左蔵南庫より会
子6,000貫、豊儲倉より米3,000石を下して臨安府に
付し、１人200文・１斗を支給す。
火事の被災者で寺観廟宇に安泊する者1,321家、
5,345口（大人4,077、小児1,268）に対し、大人は
銭500文・米５升、小児200文・２升を支給。銭とし
て封樁庫より会子を、米は豊儲倉から支給す。
封樁庫から会子2,000貫、豊儲倉より米2,000石を撥
し、流民560戸、計2,081人を賑済す。
病の癒えた貧民に対し、封樁庫より会子3,000貫、
豊儲倉より米2,000石を撥して支降す。
封樁庫をして官会2,000貫文を降して臨安府に付し、
乞丐に支給し煖堂賃銭に使用せしむ。また内蔵庫か
ら銭会併せて20万貫を出し、行在の諸軍を優恤す。

臨安府城内外の細民で埋葬費用を捻出できない者を
賑恤。埋葬費用として封樁庫から官会３万貫を支給
す。
長雨が続くため、三衙の軍人のうち家族が多い者
には封樁庫より会子１万2,000貫を支給す。また三
衙の戦死者の遺族や病人には別途封樁庫から会子
1,500貫を支撥して存恤す。
封樁庫をして会子1,500貫を支撥して殿前司に付し、
600貫を歩軍司に付し、孤幼病患に給散せしむ。
時雨がやまざるため、三衙の兵士のうち家族の多い
者に対して、封樁庫から会子合計１万2,120貫を支
給した。
封樁庫に会子２万8,116貫を、豊儲倉に米3,439石８
斗を出させ、全焼・半焼した人戸及び踐踏された人
戸計2,575戸に支給す。
封樁庫より会子6,345貫を支降し、撤去した蓬屋・
浮鋪、小経紀等の人を賑済。橋道の上下の浮鋪には
10貫、沿河の牆下の鋪には５貫を支給す。
雪寒を以て封樁庫の第18界楮幣20万を出し、臨安の
細民を賑恤す。
祷雪を以て封樁庫より第18界楮幣20万を出し、臨安
の細民・三衙諸軍を賑わす。
封樁庫より第18界楮幣20万を出し、臨安の細民を賑
恤す。三衙諸軍に給散することまた之の如し。
雪寒を以て封樁庫の第18界楮幣10万を出し、三衙諸
軍に給す。
隆冬厳寒にして軍人易からざるを以て、封樁庫の第
18界官楮20万を出し、三衙を賑わしむ。
殿前司に第17界会子10万貫・絹1,000疋、歩軍司に
〔第17界会子〕５万貫・絹500匹を賜い、樁留し貧乏
及び家族の多い官兵に済給せしむ。
封樁庫の第18界楮40万を出し、行在の軍民を賑わす。
封樁庫の楮40万を出し行都の軍民を賑わす。

長雨を以て封樁庫の第18界楮20万を出し、三衙諸軍
を賑わす。

『宋会要』
　食貨59－52

『宋会要』
　食貨58－23

『宋会要』
　食貨68－104
『宋会要』
　食貨68－105
『宋会稿』
　食貨58－27
　　　　～28
　兵20－40

『宋会要』
　食貨58－28

『宋会要』
　兵20－40

『宋会要』
　食貨58－29

『宋会要』
　兵20－40
　　　～41

『宋会要』
　食貨58－32
　　　　～33

『宋会要』
　食貨68－108
　　　　～109
『宋史全文』33

『宋史全文』33

『宋史全文』34

『宋史全文』34

『宋史全文』34

『宋史全文』34

『宋史全文』34
『宋史全文』34

『宋史全文』35
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南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

宝祐

開慶

景定

３年

４年

５年

６年

元年
（1259）

２年
（1261）

３年

４年

５年

10月庚午

２月庚辰

６月癸卯

10月己亥

３月庚申

９月己巳
正月癸亥

閏11月癸酉

正月庚辰

６月乙未
８月癸巳

12月己丑

正月戊寅

11月辛丑

12月庚申

12月庚午

３月

７月丁丑

10月丙寅

詔し、封樁庫の会子13万を撥し、殿前司・歩軍司を
犒う。
封樁庫の楮幣20万を出し、殿前司・歩軍司・馬軍司
をして給犒せしむ。
封樁庫の第18界楮幣20万貫を出し、都民・三衙諸軍
を賑わす。
瑞雪を以て封樁庫の第18界楮幣20万を出し、都民・
三衙諸軍を賑わす。
詔し封樁庫の第18界楮幣20万を出し、三衙諸軍を賑
わす。
榷貨務の楮幣100万を出し、三衙諸軍を賑わす。
雪寒を以て封樁庫の第18界楮幣20万を出し、三衙諸
軍を賑わす。
雪により封樁庫の楮幣20万を出し、都民・三衙諸軍
を賑わす。
雪寒を以て封樁庫の第18界楮幣30万を出し、都民・
三衙諸軍を賑わす。
榷貨務の第18界楮幣５万を出し、三衙諸軍を賑わす。
久雨を以て封樁庫の第18界楮20万を出し、三衙諸軍
を賑わす。
封樁庫の第18界楮幣20万を出し、都民・三衙諸軍を
賑わす。

久雨を以て封樁庫の第18界楮幣20万を出し、都民・
三衙諸軍を賑わす。
祷雪するも未だ応ぜず、封樁庫の第18界楮幣25万を
出し、都民を賑わす。
詔し瑞雪により封樁庫の第18界楮幣40万を出し、都
民・三衙諸軍を賑わす。
詔し、封樁庫の第18界楮幣40万を出し、在京の軍民
を賑わす。
会〔子〕を出し、軍民を賑わし、宿衛を犒う。

詔して封樁庫の第18界会子20万を出し、都民・三衙
諸軍を賑わす。
封樁庫の〔金銀見〕銭関〔子〕20万を出し、都民・
諸軍を賑わす。

『宋史全文』35

『宋史全文』35

『宋史全文』35

『宋史全文』35

『宋史全文』35

『宋史全文』35
『宋史全文』36

『宋史全文』36

『宋史全文』36

『宋史全文』36
『宋史全文』36

『宋史全文』36
・『宋季三朝政
要』３
『宋史全文』36

『宋史全文』36

『宋史全文』36

『宋史全文』36

『宋季三朝政
要』３
『宋史全文』36

『宋史全文』36

注　『宋会要』は『宋会要輯稿』の、『宋史全文』は『宋史全文続資治通鑑』の略称であり、『宋
会要』の数字は頁数を、『宋史全文』・『宋季三朝政要』の数字は巻数を示す。なお単に「楮幣」
「楮」とある場合でも、界次が記されているのは明らかに会子である。また界次が記されてい
なくても、金銀見銭関子が発行されたのは景定５年であるから、それ以前の「楮幣」「楮」は
会子ということになる。
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る（
（1
（

。
挙
例
す
る
な
ら
ば
①
夏
安
居
結
制
後
、
楞
厳
会
中
の
寺
院
に
対
し
、
国
家
と
民
衆
の
安
泰
が
祈
願
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
、
銅
銭
・

絹
・
金
・
銀
等
と
並
ん
で
会
子
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
②
元
宵
節
の
際
、
胥
吏
が
街
頭
に
お
い
て
小
経
紀
に
対
し
、
祝
儀
と
し
て
会
子（

（1
（

を

振
る
舞
い
、
そ
う
し
た
行
為
を
「
買
市
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
③
上
元
観
燈
節
の
後
、
点
検
贍
軍
激
賞
酒
庫
管
下
の
酒
庫
が
酒
の

蔵
出
し
を
す
る
時
に
、
臨
安
府
か
ら
妓
女
や
胥
吏
等
に
賞
品
と
し
て
会
子
・
関
子
が
支
給
さ
れ
た
、
④
二
月
八
日
祠
山
神
の
生
誕
を
祝
う

日
に
西
湖
で
行
わ
れ
る
竜
船
の
行
列
に
対
し
、
知
臨
安
府
か
ら
会
子
が
賜
与
さ
れ
た
、
等
と
い
う
事
例
も
目
睹
さ
れ
る
。

　

以
上
、
臨
安
に
お
い
て
政
府
が
会
子
を
発
行
す
る
様
子
に
つ
い
て
通
観
し
た
。
会
子
は
当
初
官
僚
や
兵
士
に
対
す
る
給
与
、
和
糴
の
代

金
の
支
払
い
等
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
淳
煕
年
間
以
降
、
そ
れ
ら
以
外
に
も
多
様
な
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
臨
安
に
お
い
て
、
会
子
の
発
行
額
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
象
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
ま
た
十
三
世
紀
後
半
に
な
る
と
、

賜
与
や
賑
恤
一
回
あ
た
り
の
会
子
の
発
行
額
が
百
万
貫
を
超
え
る
ケ
ー
ス
も
目
睹
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
宝
祐
六
年（
一
二
五
八
）

九
月
に
は
会
子
百
万
貫
を
出
し
て
三
衙
の
兵
士
を
賑
恤
し
た
と
い
い
（
表
１
参
照
）、
徳
祐
元
年
（
一
二
七
五
）
に
は
第
十
八
界
会
子
計

百
三
十
万
貫
が
や
は
り
三
衙
の
兵
士
に
賜
与
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
時
代
を
経
る
に
従
い
、
臨
安
に
お
い
て
会
子
が
増

発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

上
述
の
如
く
、
支
出
に
お
け
る
会
子
の
使
途
が
多
様
化
す
る
の
に
伴
い
、
官
僚
・
禁
軍
の
兵
士
・
皇
族
や
和
糴
の
際
に
米
を
納
入
す
る

商
人
以
外
に
も
、
多
様
な
人
々
が
会
子
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
賑
恤
を
通
じ
て
、
貧
し
く
零
細
な
商
人
や

職
人
、
物
乞
い
等
の
下
層
民
も
会
子
を
手
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
臨
安
で
は
上
か
ら
の
強
制
と
い
う
形
で
は
あ
っ

た
が
、
下
層
の
人
々
が
会
子
に
接
す
る
機
会
は
多
く
、
会
子
は
彼
ら
の
間
に
も
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

臨
安
に
お
い
て
会
子
が
増
発
さ
れ
た
背
景
に
界
額
の
増
大
、
即
ち
会
子
総
発
行
額
の
増
大
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
増

発
の
直
接
的
な
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
臨
安
に
お
け
る
財
政
支
出
の
増
大
で
あ
る
。
金
、
さ
ら
に
は
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
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南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

争
に
伴
う
軍
事
費
の
膨
張
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外
に
政
府
機
構
・
国
家
機
構
の
整
備
拡
充
も
、
都
で
あ
る
臨
安
の
財
政
支
出
を
増
大
さ

せ
た
と
見
ら
れ
る
。『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
七
「
国
初
至
紹
煕
中
都
吏
禄
兵
廩
」
に

　
　

祖
宗
時
、
中
都
吏
禄
兵
廩
之
費
、
全
歳
不
過
百
五
十
万
緡
。
元
豊
間
、
月
支
三
十
六
万
。
宣
和
崇
侈
無
度
、
然
後
月
支
百
二
十
万
。

渡
江
之
初
、
連
年
用
兵
、
然
猶
月
支
不
過
八
十
万
。
至
淳
煕
末
、
朝
廷
無
事
、
乃
月
支
百
二
十
万
、
而
非
泛
所
支
及
金
銀
緜
絹
不
与

焉
。
以
孝
宗
恭
倹
撙
節
、
而
支
費
擬
於
宣
和
、
則
紹
興
休
兵
以
後
、
百
司
宮
禁
循
習
承
平
旧
弊
、
日
益
月
増
、
而
未
能
裁
削
故
也
。

と
あ
り
、
紹
興
十
二
年
に
宋
金
和
議
が
成
立
し
て
か
ら
、
臨
安
の
諸
官
庁
や
宮
中
の
経
費
が
増
え
続
け
、
臨
安
の
財
政
支
出
額
は
、
淳
煕

年
間
末
に
は
経
常
支
出
だ
け
で
、
放
漫
な
財
政
運
営
の
行
わ
れ
た
北
宋
末
宣
和
年
間
（
一
一
一
九
～
二
五
）
の
開
封
の
支
出
額
に
比
肩
す

る
程
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
淳
煕
年
間
に
入
っ
て
会
子
が
増
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
臨
安
が
一
つ
の
都
市
と
し
て
建
設
整
備
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
支
出
が
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
筈

で
あ
る
。
例
え
ば
臨
安
に
は
火
災
が
多
く
、
前
述
し
た
紹
定
四
年
以
外
に
も
数
万
家
を
焼
く
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
大
火
が
し
ば
し
ば
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
復
興
費
用
や
消
火
・
防
火
体
制
の
整
備
も
支
出
の
増
大
を
招
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
飲
料
水
の
確
保
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
運
河
の
浚
渫
等
も
、
臨
安
の
支
出
を
増
大
さ
せ
た
原
因
に
数
え
ら
れ
よ
う（

（1
（

。

　

一
方
、
銅
銭
の
鋳
造
に
つ
い
て
見
る
と
、
地
方
の
銭
監
に
お
い
て
鋳
造
さ
れ
た
銅
銭
の
殆
ど
は
臨
安
に
上
供
さ
れ
、
内
蔵
庫
等
の
財
庫

に
分
納
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
し
か
し
鋳
造
額
は
紹
興
年
間
以
降
も
年
間
十
万
貫
程
度
に
過
ぎ
ず（
（1
（

、
支
出
の
増
大
に
伴
う
貨
幣
不
足
を
解
消
す
る

こ
と
は
到
底
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
出
の
増
大
、
銅
銭
の
供
給
不
足
が
臨
安
の
財
政
の
会
子
に
対
す
る
依
存
を

強
め
さ
せ
、
会
子
の
発
行
増
大
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。



四
六

２　

会
子
の
回
収

　

発
行
さ
れ
た
会
子
は
、
回
収
さ
れ
な
け
れ
ば
流
通
界
に
だ
ぶ
つ
き
、
価
値
の
下
落
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
臨
安
で
行
わ
れ
た
会
子
の
回

収
策
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
は
銅
銭
と
の
兌
換
で
あ
る
。
既
述
の
如
く
、
政
府
は
紹
興
三
十
一
年
に
会
子
の
発
行
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
臨
安
に
会
子
務
を

置
き
、
会
子
と
銅
銭
を
恒
常
的
に
兌
換
さ
せ
た
、
換
言
す
れ
ば
銅
銭
と
の
兌
換
に
よ
っ
て
会
子
を
回
収
し
た
。
会
子
務
は
榷
貨
務
都
茶
場

の
附
属
機
関
と
し
て
紹
興
三
十
一
年
二
月
に
設
置
さ
れ
、
翌
三
月
に
は
五
場
が
増
設
さ
れ
た
。
因
み
に
会
子
務
は
会
子
と
銅
銭
と
の
兌
換

だ
け
で
な
く
、
会
子
発
行
に
関
す
る
事
務
を
総
括
し
て
お
り
、
会
子
の
印
刷
等
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
新
会
子
が
不
換
紙
幣

で
あ
っ
た
た
め
、
会
子
務
は
乾
道
四
年
三
月
、
新
会
子
が
発
行
さ
れ
る
際
に
は
廃
止
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

　

第
二
と
し
て
、
政
府
は
会
子
を
税
と
し
て
徴
収
す
る
、
換
言
す
れ
ば
会
子
を
納
税
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
回
収
し
た
。
一
例

と
し
て
、
商
税
に
関
し
て
『
夢
粱
録
』
巻
一
八
「
免
本
州
商
税
」
に

　
　

杭
州
五
税
場
、
自
趙
安
撫
節
斎
申
請
減
放
外
、
一
歳
共
収
十
八
界
会
四
十
二
万
貫
為
定
額
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
五
税
場
と
は
臨
安
城
内
外
に
設
け
ら
れ
た
五
箇
所
の
商
税
務
（
都
税
務
・
浙
江
税
務
・
北
郭
税
務
・
龍
山
税

務
・
江
漲
税
務
）
の
こ
と
で
あ
り
、
趙
安
撫
節
斎
と
は
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
～
五
二
）
に
知
臨
安
府
を
つ
と
め
た
趙
与
籌
を
指
す（

（2
（

。
こ

の
史
料
は
知
臨
安
府
の
趙
与
籌
が
商
税
の
減
免
を
申
し
出
た
結
果
、
第
十
八
界
会
子
で
四
十
二
万
貫
が
定
額
、
即
ち
年
間
の
徴
収
ノ
ル
マ

と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
臨
安
の
商
税
が
、
原
則
と
し
て
会
子
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
臨
安
で
は
、
榷
貨
務
都
茶
場
が
商
人
に
出
売
す
る
塩
鈔
・
茶
引
・
礬
引
等
の
手
形
を
会
子
で
購
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
会
子

を
回
収
し
た（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
手
形
は
専
売
品
で
あ
る
塩
・
茶
・
明
礬
の
言
わ
ば
引
き
換
え
券
で
あ
り
、
商
人
は
購
入
し
た
手
形
を
携
行
し
て

生
産
地
に
赴
き
、
そ
こ
で
手
形
と
引
き
換
え
に
専
売
品
を
受
け
取
る
と
、
定
め
ら
れ
た
区
域
内
で
販
売
に
従
事
し
た
。
商
人
が
榷
貨
務
に
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宋
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お
い
て
手
形
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
専
売
税
を
納
入
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
手
形
を
会
子
で
購
入
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
、
専
売
税
の

納
入
を
通
じ
て
会
子
を
回
収
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
商
人
に
手
形
を
購
入
さ
せ
る
際
、
政
府
が
設
定
し
た
各
種
貨
幣
の
分
数
（
比

率
）
に
つ
い
て
通
観
し
た
い
。

　

政
府
は
隆
興
二
年
、
臨
安
の
榷
貨
務
都
茶
場
が
出
売
す
る
塩
鈔
・
茶
引
・
礬
引
の
う
ち
、
価
格
の
六
分
を
軽
齎
（
金
・
銀
等
）
で
、
四

分
を
銅
銭
で
納
入
す
る
よ
う
命
を
下
し
た
。
し
か
し
現
実
に
は
銅
銭
の
部
分
を
会
子
で
納
入
す
る
こ
と
も
許
し
て
お
り
、
乾
道
二
年
六
月

に
は
四
分
の
う
ち
二
分
を
必
ず
会
子
で
納
入
す
る
よ
う
定
め
た
。
乾
道
九
年
五
月
に
は
、
軽
齎
で
納
入
さ
せ
る
六
分
の
う
ち
、
四
分
を
銀

で
、
さ
ら
に
関
子
三
貫（

（2
（

を
納
入
さ
せ
た
残
り
は
、
金
・
銀
・
会
子
を
便
に
従
い
納
入
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
軽
齎
で

納
入
さ
せ
て
い
た
部
分
に
も
会
子
を
使
用
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
臨
安
の
榷
貨
務
都
茶
場
に
お
け
る
乾
道
六
年

の
課
額
（
手
形
の
年
間
販
売
ノ
ル
マ
）
は
八
百
万
貫
で
あ
り
、
そ
の
最
低
二
割
を
会
子
で
購
入
さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
手
形
の
出
売
を

通
じ
て
、
年
間
少
な
く
と
も
百
六
十
万
貫
の
会
子
を
回
収
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
九
年
五
月
に
は
軽
齎
の
部
分
も
会
子
に
よ
る
納
入
を
許

し
て
お
り
、
回
収
可
能
な
会
子
の
額
は
一
層
増
え
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
後
、
手
形
購
入
時
に
お
け
る
各
種
貨
幣
の
分
数
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
史
料
が
残
存
し
な
い
た
め
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
会
子
の
増
発
に
伴
い
、
回
収
を
強
化
す
る
た
め
、
会
子

で
購
入
さ
せ
る
部
分
の
比
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

第
三
と
し
て
、
財
貨
や
有
価
証
券
と
の
交
換
を
通
じ
た
会
子
の
回
収
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
会
子
務
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
、
会
子

が
増
発
さ
れ
、
流
通
界
に
だ
ぶ
つ
い
た
場
合
、
臨
安
で
は
一
時
的
に
銅
銭
を
用
い
た
会
子
の
回
収
が
行
わ
れ
た
。『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻

二
七
二
「
理
財
」
所
載
の
袁
説
友
の
上
奏
に

　
　

又
降
指
揮
、
令
封
樁
庫
日
出
見
銭
数
千
緡
亦
下
臨
安
府
兌
便
…
…
此
亦
重
官
会
也
。

と
あ
り
、
臨
安
に
お
い
て
政
府
が
封
樁
庫
か
ら
日
々
数
千
緡
の
銅
銭
を
出
し
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
会
子
を
回
収
さ
せ
た
と
い
う
。
因
み
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に
こ
の
上
奏
が
な
さ
れ
た
の
は
紹
煕
～
慶
元
年
間
（
一
一
九
〇
～
一
二
〇
〇
）
頃
と
考
え
ら
れ
る（
（2
（

。

　

こ
の
後
行
わ
れ
た
対
金
戦
争
（
い
わ
ゆ
る
開
禧
用
兵
、
開
禧
二
年
～
嘉
定
元
年
（
一
二
〇
六
～
〇
八
））
の
際
に
は
、
軍
事
費
を
支
払

う
た
め
第
十
一
界
～
第
十
三
界
の
会
子
が
併
用
さ
れ
、
総
発
行
額
は
一
億
四
千
万
貫
に
上
っ
た（

（2
（

。
政
府
は
増
発
し
た
会
子
を
回
収
す
る
た

め
、
臨
安
に
お
い
て
嘉
定
四
年
に
封
樁
庫
か
ら
金
十
五
万
両
（
一
両
＝
銅
銭
四
十
貫
）、
度
牒
七
千
道
（
一
道
＝
銅
銭
千
貫
）・
官
告
綾
紙

乳
香
（
乳
香
一
套
＝
銅
銭
一
貫
六
百
文
）
計
二
千
余
り
を
発
し
、
会
子
と
交
換
さ
せ
て
い
る（

（2
（

。
因
み
に
金
を
銅
銭
に
換
算
す
る
と
六
百
万

貫
、
度
牒
を
銅
銭
に
換
算
す
る
と
七
百
万
貫
で
あ
り
、
官
告
等
二
千
余
り
を
銅
銭
に
換
算
す
る
と
ど
の
程
度
の
額
に
な
る
の
か
定
か
で
な

い
が
、
仮
に
二
千
余
り
を
全
て
乳
香
と
し
て
換
算
す
る
と
、
三
千
二
百
貫
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
千
三
百
万
三
千
二
百
貫
と
な

る
。
会
子
一
貫
＝
七
百
七
十
文
で
あ
る
か
ら
、
如
上
の
金
及
び
有
価
証
券
と
引
き
換
え
に
約
千
六
百
八
十
八
万
貫
の
会
子
を
回
収
で
き
た

こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
嘉
定
十
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
対
金
戦
争
の
軍
事
費
支
払
い
に
加
え
て
、
紹
定
四
年
九
月
に
臨
安
で
発
生
し
た
大
火
の
復
興
費
用
の

支
払
い
に
も
会
子
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
紹
定
四
～
六
年
に
か
け
て
第
十
四
界
～
第
十
六
界
の
会
子
が
併
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
総
発
行
額

は
三
億
五
千
万
貫
に
及
ん
だ（

（2
（

。
そ
こ
で
『
宋
史
全
文
』
巻
三
二
、
紹
定
六
年
十
月
辛
卯
条
に

　
　

詔
、
出
内
帑
緡
銭
二
十
万
、
令
臨
安
府
措
置
兌
易
。

と
あ
る
如
く
、
政
府
は
臨
安
に
お
い
て
内
蔵
庫
の
銅
銭
二
十
万
貫
を
出
し
、
引
き
換
え
に
会
子
を
回
収
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
政
府
は

金
銀
等
の
財
貨
と
引
き
換
え
に
会
子
を
回
収
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
即
ち
呉
泳
の
『
鶴
林
集
』
巻
二
一
「
繳
薛
極
贈
官
詞
頭
」

に
　
　

…
…
〔
薛
極
〕
遂
請
捐
内
帑
金
銀
度
牒
官
誥
及
塩
鈔
売
乳
香
等
、
以
収
両
界
。
夫
収
一
界
可
也
。
而
并
其
二
収
之
、
所
以
耗
国
之
財

力
、
軽
国
之
名
器
。
在
京
十
局
、
共
支
過
金
九
万
一
千
八
百
三
十
余
両
、
銀
二
百
一
万
六
千
九
百
余
両
、
諸
州
品
搭
之
数
不
与
焉
。
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と
あ
り
、
当
時
枢
密
使
で
あ
っ
た
薛
極
は
、
臨
安
に
お
い
て
金
九
万
千
八
百
三
十
余
両
・
銀
二
百
一
万
六
千
九
百
余
両
を
支
降
し
て
会
子

を
回
収
さ
せ
て
い
る
。
因
み
に
会
子
一
貫
＝
銅
銭
七
百
七
十
文
で
あ
る
か
ら
、
銅
銭
二
十
万
貫
は
会
子
二
十
五
万
九
千
七
百
四
十
貫
と
な

る
。
ま
た
銀
一
両
＝
銅
銭
三
貫
三
百
文
と
す
れ
ば（

（2
（

、
銀
二
百
一
万
六
千
九
百
両
は
銅
銭
六
百
六
十
五
万
五
千
七
百
七
十
貫
と
な
り
、
会
子

に
換
算
す
る
と
約
八
百
六
十
四
万
三
千
八
五
十
七
貫
と
な
る
。
さ
ら
に
嘉
定
四
年
に
会
子
を
回
収
し
た
際
の
金
一
両
＝
銅
銭
四
十
貫
と
い

う
比
価
を
援
用
す
る
と
、
金
九
万
千
八
百
三
十
両
は
銅
銭
三
百
六
十
七
万
三
千
二
百
貫
と
な
り
、
会
子
に
換
算
す
る
と
約
四
百
七
十
七
万

貫
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
会
子
約
千
三
百
六
十
七
万
五
百
七
十
九
貫
を
回
収
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

臨
安
に
お
け
る
会
子
の
発
行
額
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
年
を
経
る
に
従
い
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
増
発
さ
れ
た
と
は
い
え
、
恐
ら
く

榷
貨
務
都
茶
場
の
発
売
す
る
専
売
手
形
の
発
売
や
各
種
の
徴
税
に
よ
っ
て
回
収
で
き
る
範
囲
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

戦
争
等
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
そ
の
額
を
超
え
て
会
子
が
発
行
さ
れ
た
り
、
外
部
か
ら
大
量
の
会
子
が
流
入
し
た
り
し
て
、
臨
安
に
お
け

る
会
子
の
流
通
が
膨
張
し
た
場
合
に
は
、
金
・
銀
等
の
財
貨
や
、
度
牒
等
の
有
価
証
券
と
の
交
換
を
通
じ
て
余
剰
の
会
子
を
回
収
す
る
措

置
が
取
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

そ
の
他
の
運
用
策

　

政
府
は
特
に
新
会
子
を
発
行
し
た
後
、
そ
れ
が
不
換
紙
幣
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
使
用
を
強
制
す
る
様
々
な
措
置
を
講
じ
た
。
例
え

ば
『
慶
元
條
法
事
類
』
巻
八
〇
「
雑
門
・
雑
犯
・
随
勅
申
明
・
詐
詐
」、
乾
道
四
年
五
月
五
日
条
に

　
　

行
使
会
子
、
不
得
邀
阻
・
減
剋
、
如
違
戻
、
許
諸
色
人
於
所
在
陳
告
、
毎
名
追
賞
銭
伍
十
貫
、
犯
人
従
重
断
罪
追
賞
。

と
あ
る
よ
う
に
邀
阻
・
減
剋
、
即
ち
売
買
等
の
際
に
額
面
を
割
っ
て
会
子
を
使
用
し
た
り
、
会
子
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と

を
禁
止
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
会
子
の
運
用
に
携
わ
る
官
吏
に
対
し
て
は
、
徴
税
に
お
け
る
会
子
の
受
け
取
り
拒
否
、
上
供
に
お
け
る



五
〇

会
子
の
使
用
拒
否
、
俸
給
支
払
い
に
お
け
る
会
子
の
使
用
拒
否
等
を
禁
止
す
る
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
民
間
の
交
易
に
関
し
て

は
、
田
宅
牛
畜
車
船
等
を
典
売
す
る
際
に
は
銅
銭
・
会
子
半
々
で
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
令
は
臨
安
に
お
い
て
も
実
施
さ

れ
た
筈
で
あ
る
。
な
お
交
易
に
お
け
る
会
子
の
使
用
強
制
令
は
、
乾
道
九
年
正
月
に
撤
廃
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

ま
た
政
府
は
臨
安
の
城
門
か
ら
の
銅
銭
持
ち
出
し
を
制
限
し
、
さ
ら
に
禁
止
す
る
、
或
い
は
臨
安
に
お
い
て
銅
銭
の
鋳
つ
ぶ
し
に
対
す

る
取
締
ま
り
を
強
化
す
る
、
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
会
子
が
発
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
会
子
が
発
行

さ
れ
て
以
降
は
、
単
に
臨
安
か
ら
銅
銭
が
減
少
す
る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
銅
銭
の
減
少
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
高
騰
し
、
相
反
し
て

会
子
の
価
値
が
下
落
す
る
の
を
防
ご
う
と
い
う
目
的
を
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
銅
銭
の
量
を
増
や
す
こ
と
が
会
子
価
値
の

維
持
向
上
に
つ
な
が
る
と
時
人
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
て
、『
宋
会
要
』
刑
法
二
―
一
四
三
「
禁
約
」、
嘉
定
十
二
年
八

月
九
日
条
所
載
の
臣
僚
の
言
に

　
　

振
起
其
折
閲
之
漸
、
而
杜
絶
其
致
弊
之
因
、
其
策
在
銭
而
不
在
楮
。
…
…
乞
申
明
禁
令
、
凡
坑
冶
鼓
鋳
、
責
之
所
司
、
必
欲
歳
数
増

衍
、
至
於
蕃
賈
之
滲
漏
、
工
匠
之
鉟
銷
、
豪
民
贓
吏
之
蔵
積
、
厳
行
禁
止
…
…
則
銅
銭
可
以
漸
裕
、
子
母
可
以
相
権
、
楮
弊
之
価
、

不
至
於
随
起
而
随
朴
矣
。

と
あ
る
。
即
ち
会
子
の
価
値
下
落
（
折
閲
）
を
防
ぐ
原
因
は
会
子
に
あ
る
の
で
は
な
く
銅
銭
に
あ
り
、
銅
銭
を
増
鋳
し
、
国
外
へ
の
流

出
・
鋳
つ
ぶ
し
・
蓄
蔵
を
厳
し
く
取
り
締
ま
れ
ば
銅
銭
の
量
は
増
え
〔
て
価
値
は
低
落
し
〕、
そ
れ
に
反
し
て
会
子
の
価
値
は
向
上
し
て

単
な
る
紙
片
で
は
な
く
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

臨
安
に
お
け
る
銅
銭
の
持
ち
出
し
制
限
令
は
、
つ
と
に
会
子
が
発
行
さ
れ
る
以
前
の
紹
興
二
年
十
一
月
に
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に

は
十
貫
以
上
の
銅
銭
を
城
門
か
ら
持
ち
出
す
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た（

（2
（

。
し
か
る
に
制
限
は
厳
し
く
な
り
、
会
子
が
発
行
さ
れ
た
後
の
乾
道
九

年
に
は
、『
宋
会
要
』
刑
法
二
―
一
五
九
「
禁
約
」、
同
年
三
月
六
日
条
に
臨
安
の
城
門
に
関
し
て



五
一

南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

　
　

臣
僚
言
、
伏
見
、
朝
廷
禁
止
見
銭
三
貫
以
上
不
得
出
城
門
。

と
あ
る
通
り
、
三
貫
以
上
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
制
限
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ

り
、
十
貫
か
ら
三
貫
へ
と
一
気
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
か
、
或
い
は
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
か
も
史
料
が
な
い
た
め
わ
か
ら
な

い
。
さ
ら
に
こ
れ
以
後
、
や
は
り
時
期
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
城
門
か
ら
の
銅
銭
の
持
ち
出
し
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
。『
両
朝
綱

目
備
要
』
巻
十
一
、
嘉
定
二
年
五
月
甲
寅
条
に
は
「〔
嘉
定
三
年
春
〕
又
銅
銭
を
禁
じ
て
都
城
を
出
づ
る
こ
と
な
か
ら
し
む
」
と
あ
り
、

嘉
定
三
年
に
は
禁
止
措
置
の
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
一
文
の
続
き
に
は

　
　

於
是
行
在
会
子
毎
千
為
銭
七
百
、
諸
路
州
県
纔
得
其
半
云
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
が
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
臨
安
で
は
城
内
か
ら
の
銅
銭
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
城
内
の
銅
銭
の

量
が
多
く
、
額
面
一
貫
の
会
子
の
銅
銭
に
対
す
る
相
場
下
落
が
七
百
文
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
銅
銭
の
乏
し
い
諸
路
州
県
で
は
そ
の
半

ば
、
即
ち
三
百
五
十
文
程
度
に
ま
で
下
落
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
銅
銭
の
持
ち
出
し
禁
止
令
は
会
子
の
価
値
維
持
策

の
一
環
で
あ
り
、
且
つ
有
効
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
政
府
が
持
ち
出
し
制
限
を
厳
し
く
し
、
つ
い
に
は
禁
止

し
て
し
ま
っ
た
背
景
に
は
、
単
に
銅
銭
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
会
子
の
減
価
を
食
い
止
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
は
た

ら
い
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。

　

銅
銭
を
鋳
つ
ぶ
し
、
銅
器
を
私
造
し
て
販
売
す
る
こ
と
に
対
す
る
禁
止
令
は
、
い
わ
ゆ
る
銭
禁
の
一
環
と
し
て
、
つ
と
に
北
宋
時
代
か

ら
下
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
特
に
臨
安
を
対
象
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。『
宋
史
』
巻
一
八
〇
食
貨
志
「
銭
幣
」、
淳
祐
八

年
条
に

　
　

監
察
御
史
陳
求
魯
言
…
…
京
城
之
銷
金
、
衢
・
信
之
鍮
器
、
醴
・
泉
之
楽
具
、
皆
出
於
銭
。
…
…
今
京
邑
鍮
銅
器
用
之
類
、
鬻
売
公

行
於
都
市
。
畿
甸
之
近
、
一
縄
以
法
、
由
内
及
外
、
観
聴
聿
新
、
則
鉟
銷
之
姦
知
畏
矣
。
…
…
有
旨
従
之
。
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と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

三　

会
子
の
価
値

　

南
宋
領
内
に
お
け
る
会
子
の
価
値
（
銅
銭
に
対
す
る
相
場
）
に
つ
い
て
通
観
す
る
と（
（3
（

、
南
宋
を
通
じ
て
最
も
高
か
っ
た
の
は
臨
安
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
政
府
は
会
子
発
行
時
に
会
子
一
貫
＝
銅
銭
七
百
七
十
文
の
比
価
を
設
定
し
た
が
、
表
２
の

如
く
、
臨
安
で
は
開
禧
用
兵
が
行
わ
れ
た
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
二
四
）
の
始
め
ま
で
、
会
子
の
価
値
は
こ
の
官
定
比
価
を
大
き
く

下
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
価
値
下
落
し
て
も
、
会
子
の
銅
銭
に
対
す
る
比
価
は
七
百
文
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
下
落
率
は
十
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
で
あ
る
。
し
か
る
に
臨
安
以
外
の
地
域
で
は
、
会
子
が
発
行
さ
れ
た
当
初
、
会
子
一
貫
＝
銅
銭
八
百
文
と
会
子
の
相
場
が
官
定

比
価
を
上
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
（
湖
北
の
石
首
）、
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
に
な
っ
て
も
七
百
文
を
超
え
て
い
た
（
江
陰
軍
で

七
百
四
十
文
、
建
康
で
七
百
十
文
）。
と
こ
ろ
が
十
二
世
紀
末
の
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）
に
な
る
と
、
浙
西
の
米
の
産
地
（
蘇
州
・
湖

州
等
と
考
え
ら
れ
る
）
で
六
百
二
十
～
六
百
三
十
文
、
嘉
泰
年
間
（
一
二
〇
一
～
〇
四
）
に
お
い
て
も
臨
安
を
除
く
や
は
り
浙
西
一
帯
で

六
百
七
十
～
六
百
八
十
文
、
江
東
・
江
西
で
は
六
百
文
以
下
に
ま
で
低
落
し
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
端
平
～
嘉
煕
年
間
（
一
二
三
四
～
四
〇
）
に
入
る
と
、
臨
安
で
も
会
子
の
価
値
下
落
が
進
み
、
第
十
六
・
十
七
界
会
子
が
一

貫
あ
た
り
銅
銭
三
百
～
四
百
文
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
一
方
、
同
時
期
に
臨
安
以
外
の
地
域
で
は
、
第
十
七
界
会
子
一
貫
が
二
百
二
十
文

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
嘉
煕
年
間
（
一
二
三
七
～
四
〇
）
の
末
、
第
十
六
界
～
第
十
八
界
会
子
が
併
用
さ
れ
た
時
に
も
「
湖
南
・

江
西
等
の
処
の
如
き
は
旧
会
の
価
極
め
て
低
く
、
京
城
及
び
京
口
等
の
処
の
如
き
は
旧
会
の
価
稍
や
高
し（

（3
（

」
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
価
値

下
落
が
進
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
価
値
は
他
地
域
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
淳
祐
年
間
（
一
二
四
一
～
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）
以
降
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
具
体
的
な
価
値
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
モ

ン
ゴ
ル
と
の
戦
争
が
続
き
、
軍
事
費
が
膨
張
し
て
会
子
が
増
発
さ
れ
て
い
た
た
め
、
回

収
・
使
用
強
制
の
強
化
措
置
等
に
よ
っ
て
一
時
的
に
上
昇
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
長

期
的
に
見
れ
ば
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
景
定
五
年
（
一
二
六
四
）

に
金
銀
見
銭
関
子
が
発
行
さ
れ
た
後
、
咸
淳
年
間
（
一
二
六
五
～
七
四
）
の
臨
安
の
状

況
と
し
て
『
夢
粱
録
』
巻
一
三
「
都
市
銭
会
」
に
は
「〔
関
子
〕
頒
行
よ
り
の
後
、
諸

行
百
市
、
物
価
湧
貴
し
、
銭
陌
消
折
す
」
と
あ
り
、
物
価
騰
貴
が
起
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
子
の
価
値
は
相
反
し
て
下
落
傾
向
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

で
は
南
宋
領
内
に
お
い
て
、
会
子
の
価
値
が
臨
安
で
最
も
高
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
何
故
端
平
年
間
（
一
二
三
四
～
三
六
）
以
降
、
臨
安
で
も
会
子
の
価
値

下
落
が
進
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
臨
安
で
会
子
の
価
値
が
最
も
高
か
っ
た
原
因
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
お
よ
そ
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
南
宋
の
都
で
あ
り
、

一
説
に
百
万
人
を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
る
人
口
を
擁
し
、
物
資
の
一
大
集
散
地
で
あ
っ

た
臨
安
で
は
、
商
業
活
動
が
他
の
地
域
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
活
発
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
臨
安
に
お
い
て
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
会
子
に
対
す
る
需
要
も
高
か
っ
た
筈

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
会
子
の
価
値
を
高
か
ら
し
め
て
い
た
原
因
と
し
て
ま
ず
指
摘
さ

れ
よ
う
。

　

第
二
と
し
て
、
会
子
は
皇
帝
・
南
宋
政
府
の
名
の
も
と
に
発
行
さ
れ
る
と
言
っ
て
良

表２　臨安における会子の価値

年　　次 会子の価値 出　　　　　　　典 備　　考

淳煕９年
（1182）
淳煕12年

嘉泰年間
（1201～04）

嘉定３年
（1210）

端平元年
（1234）

端平～嘉煕年間
（1234～40）

771文

750文

720～730文

700文

330文
429文

300文

『周易国文忠集』巻144「論和糴」

『容斎随筆』巻14「官会折閲」

『歴代名臣奏議』巻272「理財」所載、袁説友
の上奏

『両朝綱目備要』巻11　嘉定２年５月甲寅条

『許国公奏議』巻１「応詔上封事條陳国家大
体治道要務凡九事」

『清正存稿』巻５「論待敵救楮二箚上枢密院」

第16界会子
第17界会子

第17界会子
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い
が
、
臨
安
は
皇
帝
・
政
府
の
お
膝
元
で
あ
り
、
そ
の
威
光
が
浸
透
し
て
い
た
。
そ
れ
故
臨
安
で
は
会
子
に
対
す
る
信
用
が
他
の
地
域
よ

り
も
高
く
、
価
値
も
安
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
臨
安
は
政
府
の
直
轄
下
に
あ
る
た
め
、
会
子
の
価
値
変
動
や
流
通
状
況
等
を
政

府
が
把
握
し
や
す
く
、
価
値
が
下
落
し
て
も
回
収
を
強
化
し
た
り
、
会
子
が
額
面
を
割
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
抑
止
す
る
た
め
、
現
場

の
官
吏
を
督
励
し
て
監
視
を
厳
し
く
さ
せ
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
も
、
臨
安
で

会
子
の
価
値
が
高
か
っ
た
原
因
と
見
な
さ
れ
る
。

　

第
三
と
し
て
、
臨
安
で
は
官
僚
や
兵
士
の
俸
給
支
払
い
の
他
、
賜
与
・
賑
恤
・
和
糴
等
を
通
じ
て
銅
銭
が
放
出
さ
れ
た
。
臨
安
に
お
け

る
銅
銭
の
支
出
は
、
会
子
の
増
発
と
相
反
し
て
減
少
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
十
三
世
紀
に
入
っ
て
も
、
賑
恤
等
を
通
じ
て
一
回
に

十
万
～
三
十
万
貫
程
度
の
銅
銭
が
支
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
商
人
等
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
臨
安
へ
持
ち
込
ま
れ
る
銅
銭
も
当
然

あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
政
府
が
放
出
し
た
り
、
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
銅
銭
の
中
に
は
、
徴
税
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
る
も
の
の
他
に
、
退

蔵
さ
れ
た
り
、
禁
令
を
冒
し
て
鋳
つ
ぶ
さ
れ
た
り
、
外
部
へ
持
ち
出
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で

も
臨
安
の
、
特
に
城
内
に
流
通
す
る
銅
銭
の
量
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
多
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
結
果
、
臨

安
で
は
銅
銭
が
減
少
し
て
そ
の
価
値
が
高
騰
し
、
相
反
し
て
会
子
の
価
値
が
下
落
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
に
く
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

第
四
と
し
て
、
臨
安
で
は
会
子
の
流
通
量
が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
臨
安
で
は
榷
貨
務

都
茶
場
が
塩
鈔
等
の
販
売
を
通
じ
、
少
な
く
と
も
年
間
百
六
十
万
貫
の
会
子
を
恒
常
的
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
以
外
に
も

徴
税
を
通
じ
て
さ
ら
に
多
額
の
会
子
を
回
収
し
得
た
。
ま
た
金
と
の
戦
争
等
に
よ
っ
て
一
時
的
に
会
子
が
増
発
さ
れ
た
り
、
地
方
で
発
行

さ
れ
た
会
子
が
大
量
に
臨
安
へ
流
入
し
た
り
し
て
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
流
通
量
が
膨
張
し
た
場
合
、
有
価
証
券
や
封
樁
庫
等
か
ら
発

し
た
財
貨
と
の
引
き
換
え
に
よ
っ
て
会
子
を
回
収
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
臨
安
は
都
で
あ
る
た
め
、
他
の
地
方
都
市
と
は
懸
絶
し
て
大
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量
の
財
貨
を
備
蓄
し
て
お
り
、
財
貨
と
の
交
換
に
よ
る
会
子
の
回
収
も
容
易
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
開
禧
用
兵
や

紹
定
四
年
（
一
二
三
一
）
の
大
火
の
際
に
は
、
臨
安
で
は
千
三
百
万
～
千
六
百
万
貫
程
度
の
会
子
を
回
収
す
る
に
足
る
財
貨
や
有
価
証
券

が
支
降
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
頃
ま
で
は
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
流
通
量
は
、
徴
税
や
財
貨
・
有
価
証
券
と
の
交
換
を
通
じ
て
、

大
き
く
価
値
下
落
し
な
い
ま
で
に
回
収
で
き
る
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
金
、
さ
ら
に
は
モ
ン
ゴ
ル
と
の
戦
争
が
恒
常
的
に
な
る
と
、
軍
事
費
も
増
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
会
子
の
発
行
額
も
増
え

続
け
た
。
既
に
述
べ
た
通
り
紹
定
四
年
～
六
年
に
か
け
て
三
界
（
第
十
四
界
～
第
十
六
界
）
の
会
子
が
併
用
さ
れ
、
そ
の
総
発
行
額
は

三
億
五
千
万
貫
を
超
え
た
が
、
そ
の
後
も
会
子
の
発
行
額
は
毎
年
二
億
貫
～
四
億
貫
に
上
り
、
淳
祐
六
年
に
は
実
に
六
億
五
千
万
貫
が
発

行
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
淳
祐
七
年
二
月
に
は
会
子
の
界
制
が
廃
止
さ
れ（
（3
（

、
会
子
の
発
行
は
言
わ
ば
垂
れ
流
し
状
態
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
結

果
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
発
行
・
流
通
量
は
、
徴
税
や
財
貨
・
有
価
証
券
と
の
交
換
に
よ
っ
て
回
収
可
能
な
額
を
超
え
る
ま
で
に
膨
張

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
端
平
年
間
以
降
、
臨
安
で
も
会
子
の
価
値
下
落
が
進
ん
だ
原
因
と
し
て
こ
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
嘉
煕
四
年
九
月
以
降
、
政
府
は
第
十
八
界
会
子
と
引
き
換
え
に
第
十
六
界
会
子
を
回
収
す
る
際
、
第
十
八
界
会
子
一

を
以
て
第
十
六
界
会
子
五
に
充
て
さ
せ
た
。
ま
た
第
十
六
界
会
子
を
回
収
し
た
後
、
第
十
七
界
・
第
十
八
界
会
子
を
併
用
す
る
際
に
、
第

十
七
界
会
子
五
を
以
て
第
十
八
界
会
子
一
に
充
て
さ
せ
た
。
さ
ら
に
景
定
五
年
に
関
子
を
発
行
し
た
際
に
も
、
第
十
八
界
会
子
三
を
以
て

関
子
一
に
充
て
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
平
価
切
り
下
げ
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
会
子
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
、
端
平

年
間
以
降
、
臨
安
と
い
え
ど
も
会
子
価
値
の
下
落
を
引
き
起
こ
す
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四　

会
子
の
使
用
状
況

　

会
子
は
政
府
が
設
定
し
た
運
用
の
枠
組
み
の
中
で
、
換
言
す
れ
ば
臨
安
の
私
経
済
の
局
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
史
料
は
意
外
に
少
な
く
、
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
は
容
易
で
な
い
が
、
以
下
に
断
片

的
な
史
料
を
用
い
つ
つ
、
会
子
の
貨
幣
機
能
に
着
目
し
な
が
ら
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。

　

会
子
は
軽
く
持
ち
運
び
に
便
利
で
あ
り
、
且
つ
計
数
貨
幣
で
あ
る
た
め
、
信
用
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
重
量
の
嵩
む
銅
銭
や
秤
量
貨

幣
の
金
・
銀
、
物
品
貨
幣
の
絹
等
よ
り
も
、
交
換
手
段
と
し
て
の
使
用
に
便
利
な
側
面
が
あ
っ
た
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
臨
安
で
は
端

平
年
間
（
一
二
三
四
～
三
六
）
ま
で
は
会
子
の
流
通
量
が
適
正
に
管
理
さ
れ
、
信
用
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
子
は
交
換
手
段
と
し
て

種
々
の
支
払
い
や
決
済
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
後
に
も
述
べ
る
が
、
会
子
は
銅
銭
や
金
・
銀
と
比
べ
て
耐
用
年

数
が
短
く
、
且
つ
界
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
た
め
、
恒
久
的
な
価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
筈

で
、
こ
の
こ
と
も
会
子
の
交
換
手
段
と
し
て
の
使
用
を
促
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

淳
煕
～
慶
元
年
間
（
一
一
七
四
～
一
二
〇
〇
）
頃
の
様
子
を
伝
え
る
と
見
ら
れ
る（

（3
（

葉
適
の
『
水
心
別
集
』
巻
二
「
財
計
」
中
に

　
　

凡
今
之
所
謂
銭
者
反
聴
命
於
楮
、
楮
行
而
銭
益
少
。
…
…
大
都
市
肆
、
四
方
所
集
、
不
復
有
金
銭
之
用
、
盡
以
楮
相
貿
易
。

と
あ
り
、
大
都
の
市
肆
で
は
銅
銭（

（3
（

が
用
い
ら
れ
ず
、
盡
く
楮
、
即
ち
紙
幣
を
以
て
交
易
の
支
払
い
を
行
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
子
が

発
行
さ
れ
た
後
も
、
零
細
な
支
払
い
に
は
銅
銭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る（

（3
（

の
で
、
こ
の
史
料
は
誇
張
を
含
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
当
時
臨
安
を
は
じ
め
と
す
る
南
宋
の
大
都
市
で
は
、
会
子
等
の
紙
幣
が
交
易
に
お
け
る
一
定
額
以
上
の
支
払
い
や
決
済
に

多
用
さ
れ
、
銅
銭
や
金
・
銀
に
代
わ
る
主
要
な
交
換
手
段
と
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
夢
粱
録
』
を
は
じ
め
と
す

る
都
市
繁
盛
記
等
に
よ
っ
て
、
臨
安
に
お
け
る
商
業
の
繁
栄
は
有
名
で
あ
り
、「
九
～
十
三
世
紀
の
中
国
に
生
じ
た
商
業
革
命
の
代
表
的
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一
事
例
」
と
ま
で
評
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
そ
う
し
た
商
業
発
展
の
背
後
に
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
使
用
に
便
利
な
会
子
が
潤
沢
に
供
給
さ
れ

た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
都
で
あ
る
臨
安
で
は
、
本
来
多
く
の
商
人
・
商
品
が
輻
輳
し
て
活
発
な
商
業
活
動
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
会
子
を
受
容
す
る
基
盤
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
会
子
の
投
入
に
よ
っ
て
、
銅
銭
に
つ
き
ま
と
う
重
量

や
い
わ
ゆ
る
銭
荒
等
の
問
題
が
解
消
さ
れ（

（4
（

、
商
業
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
一
層
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
会
子
の
使
用
に
関
し
て
、『
夢
粱
録
』
に
は
注
目
す
べ
き
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
官
僚
や
比
較
的
裕
福
な
商
人
等
の
間

に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
結
納
の
際
に
、
会
子
が
贈
与
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
書
巻
二
〇
「
嫁

娶
」
に
よ
れ
ば
、
士
大
夫
・
官
僚
の
結
納
に
お
い
て
「
又
官
会
・
銀
鋌
を
送
り
、
之
を
下
財
礼
と
謂
う
」
と
あ
り
、
新
郎
が
銀
鋌
と
と
も

に
官
会
即
ち
会
子
を
贈
り
、
そ
れ
ら
が
「
下
財
礼
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
記
事
の
後
文
に
は

　
　

或
下
等
人
家
、
所
送
〔
絹
〕
一
二
匹
・
官
会
一
二
封
、
加
以
鵞
酒
茶
餅
而
已
。

と
あ
り
、
身
分
の
低
い
家
で
も
会
子
は
結
納
の
際
に
贈
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
媒
酌
人
か
ら
も

　
　

更
有
媒
氏
媒
箱
、
段
匹
・
盤
盞
・
官
楮
・
花
紅
礼
合
恵
之
。

と
あ
り
、
新
婦
側
に
「
媒
箱
」
と
称
し
、
絹
等
と
と
も
に
官
楮
即
ち
会
子
が
贈
ら
れ
て
い
た
と
見
え
て
い
る
。
逆
に
新
婦
の
側
か
ら
新
郎

の
側
へ
の
答
礼
と
し
て
は

　
　

某
女
家
以
酒
礼
款
待
行
郎
、
散
花
紅
・
銀
楪
・
利
市
銭
会
訖
、
然
後
楽
官
作
楽
催
妝
、
尅
択
官
報
時
辰
、
催
促
登
車
。

と
あ
り
、
嫁
迎
え
の
当
日
、
新
郎
の
側
か
ら
派
遣
さ
れ
た
行
郎
（
む
か
え
の
も
の
）
に
対
し
、
ご
祝
儀
と
し
て
装
飾
品
と
と
も
に
銭
や
会

子
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
本
来
こ
の
よ
う
な
贈
与
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
財
貨
は
金
・
銀
・
絹
・
銅
銭
等
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
会
子

が
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、
臨
安
に
お
い
て
会
子
が
高
い
信
用
を
得
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

　

臨
安
に
お
い
て
、紙
幣
が
物
価
の
表
示
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
史
料
も
検
索
さ
れ
る
。『
武
林
旧
事
』
巻
三
「
都
人
避
暑
」
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に
　
　

茉
莉
為
最
盛
、
初
出
之
時
、
其
価
甚
穹
、
婦
人
簇
戴
、
多
至
七
挿
、
所
直
数
十
券
、
不
過
一
餉
之
娯
耳
。

と
あ
り
、
初
物
の
茉
莉
の
価
格
が
数
十
券
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
券
」
と
は
紙
幣
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
数
十

券
と
い
う
の
は
紙
幣
と
解
釈
さ
れ
る
が
、『
武
林
旧
事
』
の
書
か
れ
た
時
期（

（4
（

か
ら
す
る
と
、
会
子
で
は
な
く
景
定
五
年
に
発
行
さ
れ
た
金

銀
見
銭
関
子
で
あ
る
可
能
性
、
或
い
は
会
子
・
関
子
両
方
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。『
西
湖
老
人
繁
勝
録
』「
街
市
点
燈
」
に
は

　
　

慶
元
間
、
油
銭
毎
斤
不
過
一
百
会
、
巷
陌
爪
札
、
歓
門
掛
燈
、
南
至
龍
山
、
北
至
北
新
橋
、
四
十
里
燈
光
不
絶
。

と
あ
り
、
慶
元
年
間
（
一
一
九
五
～
一
二
〇
〇
）
に
お
い
て
、
街
灯
や
門
灯
に
用
い
ら
れ
た
燈
油
の
価
格
が
会
子
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
『
夢
粱
録
』
巻
四
「
解
闈
」
に
は
、
臨
安
で
解
試
が
行
わ
れ
る
際
、
貢
院
の
前
に
あ
る
受
験
生
用
の
宿
の
部
屋
代
に
つ
い
て

　
　

其
諸
処
貢
院
前
賃
待
試
房
舎
、
雖
一
榻
之
屋
、
賃
金
不
下
数
十
楮
。

と
あ
り
、
楮
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
楮
と
い
う
の
も
、『
夢
粱
録
』
の
記
さ
れ
た
時
期（

（4
（

か
ら
す
る
と
、
会
子
で
は
な
く
関
子
、

も
し
く
は
会
子
・
関
子
両
方
の
可
能
性
も
あ
る
。
物
価
は
銅
銭
で
表
示
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
宋
代
に
お
い
て
、
紙
幣
で
表
示
さ

れ
た
物
価
を
記
す
史
料
が
目
睹
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
民
間
に
お
け
る
紙
幣
普
及
の
一
端
を
物
語
る
事
象
と
言
え
よ
う
。
因
み
に
南

宋
時
代
に
甚
だ
し
く
騰
貴
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
紙
幣
で
表
示
さ
れ
た
物
価
で
あ
る（

（4
（

。

　

さ
ら
に
会
子
の
機
能
に
関
し
て
言
及
す
れ
ば
、
会
子
は
紙
製
で
あ
る
た
め
、
銅
銭
や
金
・
銀
等
の
金
属
貨
幣
と
比
べ
る
と
耐
用
年
数
が

は
る
か
に
短
か
っ
た（

（4
（

。
加
え
て
界
制
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
界
が
尽
き
れ
ば
会
子
は
単
な
る
紙
屑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
界
制
の

運
用
は
、
実
態
に
お
い
て
は
期
限
が
突
然
延
長
さ
れ
た
り
、
逆
に
短
縮
さ
れ
た
り
す
る
等
、
混
乱
し
て
い
た（

（4
（

。
そ
れ
故
会
子
が
一
時
的
な

価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
恒
久
的
な
価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
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以
上
、
断
片
的
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
臨
安
の
私
経
済
に
お
け
る
会
子
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
臨
安
で
は
会
子
が
交
換
手

段
と
し
て
種
々
の
支
払
い
や
決
済
に
充
て
ら
れ
る
以
外
に
も
、
物
価
の
表
示
や
贈
与
手
段
等
の
機
能
を
発
揮
し
、
民
間
に
普
及
し
て
い
た

状
況
が
う
か
が
え
よ
う
。
な
お
衛
涇
の
『
後
楽
集
』
巻
一
五
「
知
福
州
日
上
廟
堂
論
楮
幣
利
害
箚
子
」
に
は
、
嘉
定
十
年
（
一
二
一
七
）

頃
の
様
子
を
伝
え
て

　
　

独
是
豪
宗
富
室
之
蔵
楮
者
、
驟
見
折
閲
、
下
至
中
産
、
更
相
附
和
、
不
肯
蔵
蓄
、
得
官
会
者
、
惟
恐
用
之
不
早
、
遂
至
散
溢
于
外
。

と
あ
り
、
官
会
即
ち
会
子
の
価
値
が
下
落
す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
は
、
そ
れ
が
い
つ
紙
屑
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
懸

念
か
ら
、
会
子
を
入
手
し
て
も
手
元
に
残
さ
ず
、
早
急
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
臨
安
で
は
な
く
、
地
方

の
状
況
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
の
如
く
、
臨
安
で
も
端
平
年
間
以
降
、
会
子
の
価
値
下
落
が
進
行
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
同
様
の
事
態
が

起
こ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
会
子
の
界
制
は
、
こ
れ
も
前
述
し
た
通
り
淳
祐
七
年
（
一
二
四
七
）
に
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
会
子

の
価
値
保
蔵
手
段
と
し
て
の
機
能
を
強
化
さ
せ
た
と
は
考
え
難
い
。
価
値
が
下
落
す
る
に
し
た
が
い
、
会
子
は
一
時
的
な
価
値
保
蔵
手
段

と
し
て
も
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
価
値
の
低
落
と
と
も
に
、
会
子
が
贈
与
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
減
少
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
南
宋
末
の
臨
安
に
お
い
て
、
元
末
の
よ
う
な
、
紙
幣
価
値
が
暴
落
し
て
実
際
に
紙
屑
と
な

り
、
物
々
交
換
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が
発
生
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
会
子
は
交
換
手
段
と
し
て
は
、
南
宋
が
滅
亡
す
る
ま

で
使
用
さ
れ
続
け
た
で
あ
ろ
う
。

　

お　

わ　

り　

に

　

臨
安
で
は
、
会
子
は
発
行
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
官
僚
・
兵
士
の
俸
給
、
和
糴
の
代
金
支
払
い
等
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
淳
煕
年
間



六
〇

（
一
一
七
四
～
八
九
）
以
降
、
財
政
支
出
に
お
け
る
使
途
が
多
様
化
し
て
お
り
、
会
子
の
発
行
額
も
増
大
し
た
と
見
ら
れ
る
。
増
発
の
主

な
原
因
と
し
て
、
軍
事
費
の
増
大
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
支
出
の
増
大
、
鋳
造
の
不
振
に
起
因
す
る
銅
銭
の
供
給
不
足
等
が
指
摘
さ
れ

る
。
支
出
に
お
け
る
会
子
の
使
途
が
多
様
化
す
る
に
伴
い
、
会
子
の
使
用
者
も
皇
族
・
官
僚
・
兵
士
・
商
人
等
か
ら
下
層
の
貧
民
に
ま
で

拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

政
府
は
会
子
を
発
行
し
た
当
初
、
銅
銭
と
の
兌
換
に
よ
っ
て
会
子
を
回
収
し
た
が
、
不
換
紙
幣
で
あ
る
新
会
子
を
発
行
し
て
か
ら
は
専

ら
徴
税
を
通
じ
て
回
収
し
た
。
そ
し
て
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
発
行
・
流
通
量
が
徴
税
に
よ
っ
て
回
収
し
き
れ
な
い
ま
で
に
膨
張
し
た
場

合
に
は
、
財
貨
・
有
価
証
券
等
と
の
交
換
を
通
じ
て
も
会
子
を
回
収
し
た
。
ま
た
会
子
の
価
値
を
維
持
す
る
た
め
、
額
面
通
り
の
使
用
を

強
制
し
た
り
、
臨
安
か
ら
の
銅
銭
の
帯
出
、
臨
安
に
お
け
る
銅
銭
の
鋳
つ
ぶ
し
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ

た
。

　

臨
安
で
は
商
業
活
動
が
他
の
都
市
よ
り
も
活
発
で
、
会
子
に
対
す
る
需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
、
皇
帝
・
南
宋
政
府
の
お
膝
元
で
あ
る
た

め
会
子
の
信
用
が
高
く
、
且
つ
運
用
に
対
す
る
管
理
統
制
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
、
銅
銭
の
流
通
量
が
比
較
的
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
、
財

貨
や
有
価
証
券
等
と
の
交
換
を
通
じ
て
会
子
の
流
通
量
が
適
正
に
制
御
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
に
よ
り
、
会
子
の
価
値
は
南
宋
領
内
で
最
も

高
く
、
会
子
は
交
換
手
段
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
贈
与
や
物
価
表
示
等
の
手
段
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が

端
平
年
間
（
一
二
三
四
～
三
六
）
以
降
、
臨
安
に
お
け
る
会
子
の
発
行
・
流
通
量
が
徴
税
や
財
貨
・
有
価
証
券
と
の
交
換
を
通
じ
て
回
収

可
能
な
範
囲
を
超
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
界
制
の
混
乱
や
度
重
な
る
平
価
切
り
下
げ
が
会
子
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
臨

安
に
お
い
て
も
会
子
の
価
値
下
落
が
進
ん
だ
。
そ
れ
に
伴
い
、
物
価
の
騰
貴
等
の
混
乱
も
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
臨
安
が
比
類
な

き
経
済
発
展
を
と
げ
る
こ
と
の
で
き
た
背
景
に
は
、
会
子
の
発
行
に
よ
っ
て
、
一
定
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
額
の
支
払
い
や
決
済
に
便
利
な

貨
幣
が
潤
沢
に
供
給
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



六
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南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

　

臨
安
は
都
で
あ
り
、
南
宋
の
都
市
の
中
で
さ
え
特
殊
な
位
置
に
あ
る
。
会
子
の
価
値
が
南
宋
領
内
に
お
い
て
最
も
高
く
、
使
用
状
況
が

良
好
で
あ
っ
た
と
い
う
の
も
、
都
と
い
う
特
殊
な
環
境
や
条
件
に
支
え
ら
れ
て
い
た
面
が
大
き
く
、
臨
安
の
事
例
か
ら
の
み
、
会
子
の
功

績
や
歴
史
的
意
義
を
評
価
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。
し
か
し
臨
安
以
外
に
お
い
て
、
会
子
を
は
じ
め
と
す
る
紙
幣
が
増
発
さ
れ

て
価
値
下
落
し
、
物
価
騰
貴
を
引
き
起
こ
し
て
社
会
や
経
済
を
混
乱
さ
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
特
に
都
市
部
で
は
、
臨
安

ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
い
ろ
い
ろ
な
階
層
の
人
々
が
紙
幣
と
い
う
新
し
い
貨
幣
を
し
た
た
か
に
、
そ
れ
な
り
に
使
用
し
て
お
り
、
紙
幣

が
社
会
や
経
済
等
の
発
展
に
寄
与
し
た
部
分
は
、
想
像
以
上
に
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
士
大
夫
の
貨
幣
観
は
金
属
主

義
的
で
あ
る
が
故
に
、
官
僚
の
上
奏
文
等
に
お
い
て
、
会
子
を
は
じ
め
と
す
る
紙
幣
の
評
価
は
総
じ
て
低
い
。
今
後
は
伝
統
的
な
貨
幣
観

に
脚
色
さ
れ
た
史
料
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
的
な
偏
差
等
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
宋
代
の
紙
幣
の
具
体
的
な
使
用
状
況
を
解

明
す
る
と
と
も
に
、
紙
幣
が
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
よ
り
正
当
且
つ
多
面
的
に
評
価
す
べ
く
、
新
た
な
史
料
の
探
索
や
方

法
的
な
面
で
の
工
夫
も
含
め
、
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
　

註

（
１
）　

日
野
開
三
郎
「
南
宋
臨
安
府
の
私
下
会
子
に
つ
い
て
」（『
社
会
経
済
史
学
』
一
一
―
九
、一
九
四
一
年
、
後
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
七
、三
一
書

房
、
一
九
八
三
年
に
再
録
）、
劉
森
「
宋
代
会
子
的
起
源
及
其
演
変
為
紙
幣
的
過
程
」（『
中
州
学
刊
』
一
九
九
三
年
―
三
）、
李
埏
・
林
文
勛
「
論
南
宋
東
南

会
子
的
起
源
」（『
思
想
戦
線
』
一
九
九
四
年
―
一
）
等
。

（
２
）　

代
表
的
な
論
考
と
し
て
草
野
靖
Ａ
「
南
宋
行
在
会
子
の
発
展
」
上
・
下
（『
東
洋
学
報
』
四
九
―
一
・
二
、
一
九
六
六
年
）、
同
Ｂ
「
南
宋
財
政
に
お
け
る

会
子
の
品
搭
収
支
」（『
東
洋
史
研
究
』
四
一
―
二
、一
九
八
二
年
）、
同
Ｃ
「
南
宋
東
南
会
子
の
界
制
と
発
行
額
」（『
劉
子
健
先
生
頌
寿
記
念
宋
史
研
究
論

集
』、
同
朋
舎
、
一
九
八
九
年
）、
本
田
精
一
「
南
宋
官
会
子
の
論
理
と
実
態
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
二
五
、一
九
九
七
年
）、
汪
聖
鐸
Ａ
「
南
宋
各



六
二

界
会
子
的
起
訖
、
数
額
及
会
価
」（『
文
史
』
二
五
、一
九
八
五
年
）、
同
Ｂ
「
南
宋
対
会
子
的
両
次
大
規
模
称
提
」（『
中
国
銭
幣
』
一
九
九
三
年
―
一
）、
同

Ｃ
『
両
宋
貨
幣
史
』
下
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
高
聡
明
『
宋
代
貨
幣
与
貨
幣
流
通
研
究
』（
河
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
葉

世
昌
「
論
会
子
」（
安
徽
省
銭
幣
学
会
主
編
『
東
至
関
子
鈔
版
曁
両
宋
紙
幣
』
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
劉
森
『
宋
金
紙
幣
史
』（
中
国
金
融
出
版
社
、

一
九
九
三
年
）、
徐
吉
軍
『
南
宋
臨
安
商
工
業
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
筆
者
も
拙
著
『
元
朝
貨
幣
政
策
成
立
過
程
の
研

究
』（
東
洋
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
会
子
を
含
む
南
宋
の
紙
幣
に
検
討
を
加
え
た
。

（
３
）　

以
下
、
会
子
発
行
の
経
緯
は
、
主
と
し
て
註
（
２
）
草
野
Ａ
・
Ｂ
論
文
に
依
拠
す
る
。

（
４
）　

会
子
の
界
制
・
増
発
の
経
緯
に
関
す
る
専
論
と
し
て
註
（
２
）
草
野
Ｃ
・
汪
Ａ
論
文
が
あ
り
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
六
二
―
一
六
「
京
諸
倉
」、
乾
道
三
年
六
月
九
日
条
。

（
６
）　

臨
安
の
穀
物
倉
に
つ
い
て
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
九
「
監
当
諸
局
」
に
解
説
が
あ
る
。

（
７
）　
『
宋
史
』
巻
一
七
八
食
貨
志
「
振
恤
」、
景
定
元
年
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
平
糴
倉
に
備
蓄
す
る
米
を
調
達
す
る
た
め
、
封
樁
庫
の
第
十
七
界
会
子
一
千
万

貫
余
り
を
本
銭
と
し
て
和
糴
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）　
『
宋
会
要
』
職
官
二
七
―
五
四
～
五
五
「
供
奉
」、
淳
煕
八
年
閏
三
月
二
十
八
日
条
・
八
月
二
十
一
日
条
、
十
一
年
七
月
二
十
六
日
条
、
十
二
年
十
月

二
十
三
日
条
・
十
一
月
二
十
三
日
条
、
十
三
年
四
月
十
六
日
条
・
十
二
月
四
日
条
、
十
四
年
三
月
二
十
九
日
条
、
十
五
年
八
月
二
十
五
日
条
、
十
二
月

二
十
六
日
条
。

（
９
）　
『
武
林
旧
事
』
巻
八
「
宮
中
誕
育
儀
例
略
」。

（
10
）　
『
宋
会
要
』
礼
九
―
三
〇
「
大
閲
講
武
」、
慶
元
二
年
十
月
十
七
日
条
、
礼
二
五
―
二
六
～
二
七
「
郊
祀
賞
賜
雑
録
」、
嘉
泰
三
年
十
月
二
十
八
日
条
。

（
11
）　

臨
安
の
下
層
民
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
下
層
民
と
都
市
行
政
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
二
一
、
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い

て
論
じ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　

以
上
は
『
宋
会
要
』
職
官
三
〇
―
五
「
提
挙
修
内
司
」、
淳
煕
十
一
年
八
月
十
九
日
条
、
職
官
一
八
―
一
〇
五
～
一
〇
六
「
国
史
日
暦
所
」、
淳
煕
十
六
年

十
二
月
二
十
六
日
条
、
食
貨
五
二
―
二
一
「
左
蔵
封
樁
庫
」、
嘉
泰
二
年
十
二
月
十
三
日
条
、
戴
植
『
鼠
璞
』
巻
上
「
楮
券
源
流
」、
周
密
『
癸
辛
雑
識
別
集

下
』「
機
速
房
」
に
見
え
る
。
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南
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と
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（
13
）　

以
下
は
『
夢
粱
録
』
巻
三
「
僧
寺
結
制
」、
巻
二
「
諸
庫
迎
煮
」、
巻
一
「
八
日
祠
山
聖
誕
」、『
武
林
旧
事
』
巻
二
「
元
夕
」
に
見
え
る
。

（
14
）　
『
武
林
旧
事
』
巻
二
「
元
夕
」
の
原
文
に
は
「
楮
券
」
と
あ
る
が
、当
時
の
史
料
に
お
い
て
「
楮
券
」
と
表
記
さ
れ
る
の
は
通
常
東
南
会
子
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
官
券
」・「
官
会
」
も
東
南
会
子
の
謂
で
あ
る
。
詳
し
く
は
草
野
靖
「
南
宋
時
代
淮
南
路
の
通
貨
問
題
―
―
鉄
銭
交
子
の
廃
復
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
東

洋
学
報
』
四
四
―
四
、一
九
六
二
年
）、
七
三
頁
の
註
（
39
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）　
『
癸
辛
雑
識
前
集
』「
施
行
韓
震
」。

（
16
）　

臨
安
の
火
災
に
関
す
る
専
論
と
し
て
木
良
八
洲
雄
「
南
宋
臨
安
府
に
お
け
る
大
火
と
火
政
」（『
人
文
論
究
』
四
〇
―
二
、
一
九
九
〇
年
）
が
、
運
河
や
飲

料
水
に
関
す
る
専
論
と
し
て
西
岡
弘
晃
「
南
宋
杭
州
の
都
市
水
利
」（『
中
国
水
利
史
研
究
』
二
二
、
一
九
九
二
年
、
後
『
中
国
近
世
の
都
市
と
水
利
』、
中

国
書
店
、
二
〇
〇
四
年
に
再
録
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
17
）　

中
嶋
敏
「
北
宋
時
代
に
於
け
る
新
鋳
銭
の
上
供
と
財
庫
」（『
社
会
経
済
史
学
』
一
二
―
三
、
一
九
四
二
年
、
後
『
東
洋
史
学
論
集
―
―
宋
代
史
研
究
と
そ

の
周
辺
―
―
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
に
再
録
）、
著
書
の
七
四
～
七
五
頁
。

（
18
）　

南
宋
時
代
の
銅
銭
鋳
造
額
に
つ
い
て
は
曽
我
部
静
雄
「
南
宋
行
使
の
銅
銭
に
つ
い
て
」（『
社
会
経
済
史
学
』
一
三
―
三
、
一
九
四
三
年
）、
中
嶋
敏
「
高

宗
孝
宗
両
朝
貨
幣
史
」（
雑
誌
等
に
未
発
表
、
同
右
『
東
洋
史
学
論
集
』
に
収
録
）、
劉
森
「
南
宋
銅
銭
監
述
略
」（『
中
国
銭
幣
』
一
九
九
三
年
―
一
）、
汪

聖
鐸
『
両
宋
貨
幣
史
』
上
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

以
上
の
記
述
は
註
（
２
）
草
野
Ａ
論
文
上
八
～
一
一
頁
、
下
六
六
頁
に
依
拠
す
る
。

（
20
）　

知
臨
安
府
在
任
期
間
は
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
九
「
秩
官
」
に
よ
る
。

（
21
）　

以
下
、
榷
貨
務
都
茶
場
の
手
形
の
発
売
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
草
野
Ｂ
論
文
及
び
同
「
南
宋
時
代
の
淮
浙
塩
鈔
法
」（『
史
淵
』
八
六
、
一
九
六
一
年
）
を

参
照
し
た
。

（
22
）　

こ
こ
で
い
う
関
子
と
は
南
宋
末
に
発
行
さ
れ
た
紙
幣
金
銀
見
銭
関
子
で
は
な
く
、
政
府
が
発
行
す
る
送
金
手
形
見
銭
関
子
の
こ
と
で
あ
る
。

（
23
）　

上
奏
の
冒
頭
に
「
国
家
頃
置
官
会
、
所
以
与
銅
銭
相
済
其
有
無
而
為
之
用
也
。
今
渉
三
十
余
年
、
而
其
弊
不
一
」
と
あ
り
、
こ
の
上
奏
は
会
子
が
発
行
さ

れ
て
か
ら
三
十
年
余
り
が
経
過
し
た
時
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
会
子
が
発
行
さ
れ
た
紹
興
三
十
一
年
か
ら
三
十
年
余
り
と
言
え
ば
、
十
二
世
紀
末

の
紹
煕
～
慶
元
年
間
頃
に
な
る
。
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（
24
）　

註
（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
二
二
八
頁
、
汪
Ａ
論
文
一
四
三
頁
。

（
25
）　

こ
の
記
事
は
『
宋
史
』
巻
一
八
一
食
貨
志
「
会
子
」
に
見
え
る
。
な
お
食
貨
志
が
回
収
の
行
わ
れ
た
の
を
嘉
定
二
年
と
す
る
の
は
四
年
の
誤
り
と
い
う
（
註

（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
、
二
一
九
頁
）。

（
26
）　

註
（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
二
二
八
頁
、
汪
Ａ
論
文
一
四
三
頁
。

（
27
）　

時
期
は
や
や
ず
れ
る
が
、
慶
元
～
嘉
泰
年
間
（
一
一
九
五
～
一
二
〇
四
）
頃
の
臨
安
に
お
け
る
銅
銭
・
銀
の
官
定
比
価
は
、
銀
一
両
＝
銅
銭
三
貫
三
百
文

で
あ
っ
た
と
い
う
（
加
藤
繁
「
南
宋
時
代
に
於
け
る
銀
の
流
通
並
び
に
銀
と
会
子
と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
東
洋
学
報
』
二
九
―
三
・
四
、
一
九
四
四
年
、

後
『
支
那
経
済
史
考
證
』
下
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
三
年
に
再
録
、『
支
那
経
済
史
考
證
』
下
の
一
四
九
頁
）。

（
28
）　

以
上
、
会
子
の
使
用
に
関
す
る
法
令
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
草
野
Ａ
論
文
下
六
一
～
七
〇
頁
、
同
Ｂ
論
文
一
〇
二
～
一
〇
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
29
）　
『
要
録
』
六
〇
、
紹
興
二
年
十
一
月
庚
午
条
。

（
30
）　

会
子
の
価
値
に
つ
い
て
は
専
論
と
し
て
註
（
２
）
汪
Ａ
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
他
、
例
え
ば
程
民
生
『
宋
代
物
価
研
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

等
に
お
い
て
も
関
連
史
料
が
広
く
収
集
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）　
『
蒙
斎
集
』
巻
七
「
論
会
子
箚
子
」。

（
32
）　
『
宋
史
全
文
』
巻
二
九
、
嘉
泰
元
年
四
月
甲
申
条
、
巻
三
〇
、
嘉
定
二
年
三
月
壬
戌
条
、
巻
三
三
、
嘉
煕
四
年
七
月
甲
子
条
。

（
33
）　

註
（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
、
二
二
七
頁
。

（
34
）　
『
宋
史
全
文
』
巻
三
四
、
淳
祐
七
年
二
月
壬
辰
条
。

（
35
）　

註
（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
、
二
二
一
～
二
二
五
頁
。

（
36
）　
『
水
心
別
集
』
巻
一
五
末
尾
の
自
跋
に
よ
れ
ば
、
葉
適
が
『
水
心
別
集
』
を
記
し
た
の
は
淳
煕
乙
巳
（
十
二
年
）
に
蘇
州
か
ら
臨
安
へ
赴
い
て
よ
り
、
慶

元
己
未
（
五
年
）
に
病
を
得
る
ま
で
の
間
で
あ
る
。

（
37
）　

史
料
中
に
見
え
る
金
銭
と
は
、
字
義
通
り
金
で
鋳
造
し
た
貨
幣
で
は
な
く
、
銅
銭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
財
計
」
中
は
、
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
銅
銭
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
た
内
容
で
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
も
銅
銭
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）　

会
子
の
最
低
の
額
面
は
二
百
文
で
あ
る
か
ら
、
会
子
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
そ
れ
以
上
の
額
の
支
払
い
や
決
済
に
お
い
て
で
あ
り
、
会
子
発
行
後



六
五

南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

も
二
百
文
未
満
の
零
細
な
支
払
い
に
用
い
ら
れ
た
貨
幣
は
銅
銭
で
あ
っ
た
。
臨
安
の
事
例
と
し
て
真
徳
秀
の
『
西
山
文
集
』
巻
四
四
「
趙
邵
武
墓
誌
銘
」
に

嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
二
四
）
の
こ
と
と
し
て
「
後
〔
臨
安
府
〕
尹
趙
公
師

加
厳
洩
銭
之
禁
、
有
犯
者
悉
錮
之
外
寨
。
侯
（
趙
宜
伯
）
又
謂
、
民
愚
無

知
情
可
憫
、
手
疏
二
百
余
輩
丐
原
之
。
且
謂
城
外
細
民
販
鬻
魚
蝦
菜
果
諸
物
、
不
過
営
求
龠
合
、
邏
卒
利
其
獲
、
亡
多
寡
輙
指
為
出
境
銭
、
既
没
入
、
又
治

辠
而
責
之
償
、
非
所
以
矜
困
窮
」
と
あ
る
。『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
八
「
秩
官
」
に
よ
れ
ば
、
趙
師

が
臨
安
府
尹
で
あ
っ
た
の
は
、
嘉
定
二
年
十
一
月
～

三
年
十
二
月
の
間
で
あ
る
。

　
　
　

臨
安
の
城
外
に
住
む
細
民
は
、
蔬
菜
や
魚
介
類
等
を
城
内
に
持
ち
込
ん
で
売
っ
て
い
た
。
因
み
に
こ
う
し
た
人
々
の
売
る
商
品
は
極
め
て
安
価
で
あ
り
、

一
個
が
一
文
に
満
た
な
い
も
の
さ
え
あ
っ
た
（
註
（
11
）
拙
稿
、
一
二
一
頁
）。
商
品
の
代
金
は
銅
銭
で
支
払
わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
当
時
臨
安
で
は
洩
銭
の
禁
、
即
ち
銅
銭
の
城
門
外
へ
の
持
ち
出
し
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
城
門
を
管
理
す
る
邏
卒
は
、
細
民
が
売
り
上
げ
と
し
て

得
た
僅
か
ば
か
り
の
銅
銭
を
城
門
外
へ
持
ち
出
そ
う
と
す
る
の
ま
で
違
法
行
為
（
出
境
銭
）
と
見
な
し
、
処
罰
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
会
子
が
発
行

さ
れ
た
後
も
、
臨
安
で
は
零
細
な
支
払
い
に
銅
銭
の
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

（
39
）　

斯
波
義
信
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）、
三
一
二
頁
。

（
40
）　

因
み
に
岳
珂
の
『
桯
史
』
巻
三
「
機
心
不
自
覚
」
に
「
秦
檜
在
相
位
、
頤
指
所
欲
、
為
上
下
奔
走
、
無
敢
議
者
。
曹
泳
尹
天
府
、
民
間
以
乏
見
鏹
告
、
貨

壅
莫
售
、
日
囂
而
争
。
因
白
之
檜
、
檜
笑
曰
、
易
耳
。
即
席
命
召
文
思
院
官
、
未
至
、
趣
者
絡
繹
、
奔
而
来
、
亟
諭
之
曰
、
適
得
旨
、
欲
変
銭
法
、
煩
公
依

旧
夾
錫
様
鋳
一
緡
、
将
以
進
入
、
尽
廃
見
鏹
不
用
。
約
以
翌
午
畢
事
。
院
官
不
敢
違
、
唯
而
退
、
夜
呼
工
鞴
液
、
将
以
及
期
。
富
家
聞
之
大
窘
、
尽
輦
宿

蔵
、
争
取
金
粟
、
物
価
大
昂
、
泉
溢
于
市
。
既
而
様
上
省
、
寂
無
所
聞
矣
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
曹
泳
が
知
臨
安
府
で
あ
っ
た
時
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
で
あ

る
。
曹
泳
の
知
臨
安
府
在
任
期
間
は
紹
興
二
十
三
年
（
一
一
五
三
）
十
月
～
二
十
五
年
十
月
で
あ
り
（『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
七
「
秩
官
」）、
秦
檜
が
宰
相

と
し
て
専
権
を
振
る
っ
た
時
期
（
紹
興
八
年
三
月
～
二
十
五
年
十
月
）
の
末
期
に
相
当
す
る
。
な
お
曹
泳
は
秦
檜
の
息
子
秦
熺
の
妻
の
兄
で
あ
る
。
こ
の
史

料
に
よ
れ
ば
、
当
時
臨
安
で
は
富
家
の
退
蔵
に
よ
っ
て
銅
銭
の
流
通
量
が
不
足
し
、
商
業
活
動
の
停
滞
を
招
い
た
。
そ
こ
で
秦
檜
が
夾
錫
銭
を
新
た
に
鋳
造

し
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
銅
銭
の
使
用
を
禁
止
す
る
と
言
っ
た
途
端
、
富
家
は
退
蔵
し
て
い
た
銅
銭
が
使
え
な
く
な
る
の
を
恐
れ
、
慌
て
て
金
粟
と
交
換

し
た
た
め
、
銅
銭
が
流
通
界
に
出
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
張
端
義
の
『
貴
耳
集
』
巻
中
に
は
「
京
下
忽
闕
見
銭
、
市
間
頗
皇
皇
。
忽
一
日
秦
會
之
呼
一
鑷
工
櫛
髪
、
以
五
千
当
二
銭
犒
之
、
諭
云
、
此
銭
数
日



六
六

間
有
旨
不
使
、
早
用
了
。
鑷
工
親
得
鈞
旨
、
遂
与
外
人
言
之
。
不
三
日
間
、
京
下
見
銭
頓
出
。
此
宰
制
天
下
之
小
術
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
秦
檜
の
専
権
時

代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
臨
安
で
銅
銭
が
不
足
し
て
い
る
さ
中
、
当
二
銭
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
る
と
秦
檜
が
述
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
外
部
に
伝
わ

り
、
退
蔵
さ
れ
て
い
た
当
二
銭
が
た
ち
ま
ち
流
通
界
に
現
れ
た
と
い
う
。
当
二
銭
が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
退
蔵
者
が
他
物
と
交
換
し
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
管
見
の
限
り
他
に
関
連
記
事
が
な
く
、
恐
ら
く
秦
檜
の
権
勢
を
強
調
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
と
推
測
さ
れ

（
岳
珂
は
岳
飛
の
子
孫
で
あ
る
）、
内
容
に
は
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
史
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
、
会
子
が
発
行
さ
れ
る
以
前
の
臨
安
に
お
い
て
、
流
通
す
る
銅
銭
の
量
が
交
換
手
段
と
し
て
の
需
要
を
満
た
す
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
商
業
活
動
に
支
障

を
き
た
す
と
い
う
問
題
が
時
に
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
と
し
て
受
け
取
っ
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
会
子
の
発
行
に
よ
っ
て
、
少
な
く

と
も
そ
う
し
た
問
題
は
解
消
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。

（
41
）　
『
夢
粱
録
』
の
著
者
呉
自
牧
は
生
没
年
不
詳
で
あ
る
が
、
南
宋
末
～
元
代
の
臨
安
（
杭
州
）
に
生
き
た
人
で
あ
り
、『
夢
粱
録
』
の
序
文
は
元
の
元
統
二
年

（
一
三
三
四
）
に
書
か
れ
た
と
い
う
（
梅
原
郁
訳
注
『
夢
粱
録
』
三
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
四
～
三
七
六
頁
）。
従
っ
て
『
夢
粱
録
』
の
記
事
は
南

宋
末
の
臨
安
に
関
す
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
端
平
年
間
以
降
、
臨
安
で
も
会
子
の
信
用
が
低
落
し
、
価
値
下
落
が
進
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
会
子
が
贈
与
の
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
部
分
の
記
事
は
南
宋
末
で
は
な
く
、
会
子
の
信
用
・
価
値
が
安
定
し
て

い
た
頃
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
42
）　
『
武
林
旧
事
』
の
著
者
周
密
は
紹
定
五
年
（
一
二
三
二
）
に
生
ま
れ
、
元
の
大
徳
二
年
（
一
二
八
九
）
に
没
し
て
お
り
、『
武
林
旧
事
』
は
元
代
初
期
に

成
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
43
）　

註
（
41
）
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
夢
粱
録
』
の
序
文
は
元
統
二
年
に
記
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、『
夢
粱
録
』
の
本
文
は
そ
の
頃
か
、
或
い
は

そ
れ
以
前
、
元
代
に
入
っ
て
十
三
世
紀
の
末
～
十
四
世
紀
の
初
め
頃
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
44
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
宮
澤
知
之
「
宋
代
の
価
格
と
市
場
」（『
宋
元
時
代
史
の
基
本
問
題
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
、
後
『
宋
代
中
国
の
国
家
と
経
済
』、

創
文
社
、
一
九
九
八
年
に
再
録
）、
汪
聖
鐸
「
南
宋
晩
期
物
価
考
論
」（『
文
史
』
二
〇
〇
四
年
―
一
）
等
に
お
い
て
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宮
澤

論
文
に
よ
れ
ば
、
銅
銭
が
表
示
す
る
物
価
の
騰
貴
は
、
会
子
が
表
示
す
る
物
価
の
騰
貴
の
半
分
で
あ
る
と
い
う
（『
宋
代
中
国
の
国
家
と
経
済
』、
四
七
四
～

四
七
六
頁
）。



六
七

南
宋
臨
安
と
東
南
会
子

（
45
）　
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
六
七
「
治
道
」
所
載
の
、
鄭
介
夫
が
大
徳
七
年
に
行
っ
た
上
奏
に
「
紙
之
為
物
、
安
能
長
久
。
五
年
之
間
、
昏
爛
無
余
」
と
あ
り
、

元
代
の
紙
幣
の
耐
用
年
数
は
五
年
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宋
代
の
紙
幣
の
耐
用
年
数
も
恐
ら
く
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
46
）　

界
制
の
混
乱
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
草
野
Ｃ
論
文
・
汪
Ａ
論
文
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。


